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暮
ら
し
に

　
寄
り
添
う
川

人
は
川
の
ほ
と
り
に
集
い
、
自
然
の
恵
み
を
得
て
、

潤
い
と
安
ら
ぎ
の
あ
る
暮
ら
し
を
営
ん
で
き
ま
し
た
。

川
と
人
が
も
っ
と
い
い
関
係
に
な
る
た
め
に
。
鉄
は
、

時
に
洪
水
氾
濫
と
い
う
猛
威
を
ふ
る
う
川
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
土
木
技
術
に
役
立
ち
、
川
と
と
も
に

生
き
る
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
ま
す
。

©PHOTOLIFE/a.collectionRF/amanaimages
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川
を
知
り
、
川
を
読
み
、

と
も
に
生
き
る

 

東
京
大
学
名
誉
教
授   
高
橋 

裕
氏

川
は
私
た
ち
に
多
く
の
恵
み
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

し
か
し
時
と
し
て
氾
濫
を
起
こ
し
、
私
た
ち
を
苦
し
め
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
顔
を
持
つ
川
と
と
も
に
生
き
る
た
め
、

日
本
人
が
長
年
培
っ
て
き
た
技
術
と
文
化
の
歩
み
を
た
ど
り
ま
す
。

ま
し
た
。
治
水
家
の
真
骨
頂
は
、
川
に
対
す
る

鋭
い
観
察
力
に
あ
り
ま
す
。
お
そ
ら
く
信
玄
は
、

御
勅
使
川
と
釜
無
川
を
一
望
の
も
と
に
眺
め
ら

れ
る
竜
王
高
岩
に
立
ち
、
土
砂
の
動
き
を
観
察

し
な
が
ら
、
こ
の
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
案
し
た

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
信
玄
は
、
一
連
の

工
事
に
よ
り
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
人
々
に

は
生
涯
税
金
を
免
除
し
た
り
、
神
社
を
堤
防
近

く
に
移
し
て
堤
防
を
参
道
と
す
る
こ
と
で
、
堤

防
の
維
持
管
理
に
住
民
を
積
極
的
に
参
加
さ
せ

ま
し
た
。
地
域
住
民
と
の
協
力
関
係
の
重
要
性

と
い
う
今
日
的
な
テ
ー
マ
を
、
す
で
に
信
玄
は

実
践
し
て
い
た
の
で
す
。

江
戸
時
代
に
お
い
て
も
、
河
川
技
術
は
内
政

の
充
実
に
重
要
な
役
割
を
演
じ
ま
し
た
。
近
代

に
比
べ
技
術
水
準
が
ま
だ
低
く
、
す
べ
て
の
土

地
や
財
産
を
平
等
に
守
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た

た
め
、
重
点
主
義
が
と
ら
れ
ま
し
た
。
城
や
城

下
町
を
浸
水
か
ら
守
る
こ
と
を
ま
ず
目
標
と
し
、

そ
の
ほ
か
の
地
域
は
洪
水
を
完
全
に
抑
え
る
の

で
は
く
、
氾
濫
し
て
も
被
害
を
最
小
限
に
止
め

る
よ
う
に
、
土
地
利
用
に
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を

凝
ら
し
て
い
ま
し
た
。

例
え
ば
、
し
ば
し
ば
河
川
が
氾
濫
す
る
地
域

の
水
田
で
は
、
土
地
の
一
部
を
掘
っ
て
盛
り
上

げ
た
と
こ
ろ
に
稲
を
植
え
、
掘
っ
た
部
分
は
水

路
と
し
て
舟
で
行
き
来
す
る
堀ほ

り
た田
と
い
う
方
式

が
と
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
住
居
は
河
床
よ
り
高

い
地
盤
に
建
て
、
川
沿
い
の
土
地
に
は
高
桑
や

リ
ン
ゴ
な
ど
の
比
較
的
背
の
高
い
樹
木
を
植
え
、

低
湿
地
に
は
レ
ン
コ
ン
な
ど
冠
水
に
強
い
野
菜

な
ど
を
栽
培
し
ま
し
た
。
氾
濫
対
策
と
調
和
し

た
農
業
経
営
で
あ
り
、
川
と
と
も
に
生
き
る
人
々

の
知
恵
が
あ
り
ま
し
た
。

甲府盆地を洪水から守った信玄堤

私
た
ち
の
主
食
で
あ
る
米
は
、
弥
生
時
代
初
期

に
渡
来
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
稲
の
栽
培
に

は
水
が
豊
か
な
川
の
下
流
域
な
ど
の
湿
地
帯
が
選

ば
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
洪
水
対
策
が
容
易
で
は

な
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
湿
地
帯
以
外
で
は
、

川
か
ら
水
を
引
い
て
堰
や
水
路
を
築
く
必
要
に
迫

ら
れ
ま
す
。
日
本
の
河
川
技
術
は
稲
作
の
普
及
と

と
も
に
、
水
田
を
洪
水
か
ら
守
り
、
少
し
で
も
収

穫
量
を
上
げ
る
た
め
、
徐
々
に
進
展
し
た
の
で
す
。

古
代
社
会
で
は
朝
廷
に
よ
っ
て
大
規
模
な
土

木
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
記
録
に
残
る
日
本

初
の
河
川
工
事
は
、
大
阪
府
門
真
市
の
茨ま

ん
だ田
堤

で
す
。
仁
徳
天
皇
が
3
1
3
年
に
都
を
難
波
に

定
め
た
こ
ろ
か
ら
淀
川
の
工
事
が
始
ま
り
、
下

流
部
に
堤
防
が
築
か
れ
た
と
日
本
書
紀
に
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
上
流
か
ら
の
土
砂
流
出
に
よ
る

河
床
の
上
昇
を
防
ぎ
、
農
地
の
排
水
を
良
く
す

る
た
め
の
も
の
で
し
た
。

大
陸
文
化
が
仏
教
と
と
も
に
伝
わ
り
、
農
業

利
水
技
術
も
渡
来
人
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
ま
し

た
。
や
が
て
遣
隋
使
や
遣
唐
使
を
は
じ
め
多
く

の
留
学
僧
が
大
陸
へ
渡
り
、
仏
教
だ
け
で
な
く
高

度
な
土
木
技
術
が
直
接
輸
入
さ
れ
る
と
、
河
川

技
術
も
向
上
し
ま
し
た
。
時
が
く
だ
り
戦
国
時

代
に
な
る
と
、
各
地
の
武
将
が
領
地
の
治
水
を
熱

心
に
進
め
技
術
に
磨
き
が
か
か
り
ま
す
。
治
水

の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
、
内
政
を
安
定
さ
せ
人

心
を
掌
握
す
る
必
須
条
件
で
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

甲
斐
の
武
田
信
玄
は
甲
府
盆
地
の
治
水
で
も

名
高
い
戦
国
武
将
で
す
。
洪
水
や
水
害
の
多
い

暴
れ
川
で
あ
る
御み

だ

い
勅
使
川
と
釜か

ま
な
し無
川
の
合
流
点

を
変
え
、
激
し
い
流
れ
を
竜
王
高
岩
と
い
う
絶

壁
に
ぶ
つ
け
て
勢
い
を
弱
め
た
上
で
、
堤
防
を

築
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
洪
水
被
害
を
激
減
さ
せ
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葛飾北斎「冨嶽三十六景 常州牛堀」
水郷潮来に近い牛堀に停泊している高瀬舟。舟頭が舟のなかから米のとぎ汁
を捨てている。その音に驚いて白鷺が飛び立つ。早朝の静けさのなかに音を
感じさせ、利根川流域を行き交う舟の暮らしを垣間見ることができる。

内政を確立し、人心を掌握する治水事業

1753（宝暦3）年、江戸幕府は薩摩藩に木曽三川の分流を目的とする
治水工事（宝歴治水）を命じ、油島の締切工事などが行われた。工事
は困難を極め、多くの犠牲者を出しながらも1755（宝暦5）年完成。
締切堤に日向松が植えられ、現在は千本松原として親しまれている。

江戸時代における木曽三川の治水

輪中では、地主階級が住居を高い所に設け、屋敷内に一段高い
水屋（右写真）を建て避難用住居としていた。また集落内の比較的
高い場所や堤防の上は共同避難所とし、各戸が舟を用意していた。
集落を守るため、独特の気風や文化、生きていく知恵が生まれた。

川が育んだ文化

甲府盆地を洪水から守った信玄堤

歌川広重
「名所江戸百景 大はしあたけの夕立」

「広重の絵には、必ずその水辺や川とともに
暮らしている人の姿があります。河川技術者
は川に集まる人たちが、川をどのように見て、
どのように苦闘し、どのように愛しているか
を知ることが重要です。広重を範としたいも
のです」（高橋裕氏）

信玄の治水事業は「甲州流河
かわよけ

除法」と
呼ばれ、日本における河川工学の始
祖と称えられた。禅僧の策

さくげんしゅうりょう
彦周良が

伝えた世界最古の河川施設の一つ
である、都

とこうえん
江堰（中国四川省）の技術

を参考にしたとされる。信玄堤は完
成後 400年以上たった現在でも治水
機能を果たしている。

江戸時代の浮世絵師たちは競って川の風景を描いた。
川に集う庶民の屈託のない開放感に共感したからであり、
描くに値する景観に満ちていたからだ。

© 千葉県立中央博物館 大利根分館

石を積み重ね、頑丈な堤防を築き、堤防を参道にして祭りを行い、住民に治水
の重要性を周知した。

武田信玄（1521～1573）
© 国立国会図書館

© 国土交通省 関東地方整備局 甲府河川国道事務所

伊勢湾に注ぐ木曽三川の下流域は、長良川、木曽川、揖斐川が網状に流れて洪水のたびに
川の形を変え、大きな水害を幾度ももたらしていた。
1609（慶長14）年、木曽川の左岸に尾張国を取り囲む形で御

おかこい
囲堤が築かれた。徳川御三家の

尾張を重点的に守るため、右岸の美濃国では堤防を3尺（約1メートル）低くしなければなら
なかった。濃尾平野は右岸側が緩やかに低く、美濃国側の氾濫が頻繁に発生した。そのた
め集落や耕地を堤防で囲む輪中（※）が形成された。
※ 輪中（わじゅう）：岐阜県南部、三重県北部、愛知県西部で、木曽三川とその支流域の扇状地末端部
から河口部に存在した、堤防で囲まれた構造、あるいはそれを守るための水防共同体を有する集落。

© 国土交通省 中部地方整備局 木曽川下流河川事務所

© 国営木曽三川公園

© 国土交通省 中部地方整備局 木曽川下流河川事務所

© 恵林寺/武田信玄公宝物館
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石狩川水系

利根川水系
荒川水系

信濃川水系

木曽川水系

北上川水系

利根川ケレープ工事図絵馬（レプリカ）
ケレープ（ケレップ）とは強力で弾力性のある樹木の枝を束ね、川底に配した水制工（※）で、
オランダ人技術者によって導入された技術。1886（明治19）年に策定された利根川改修計画で
は大洪水によって未完成に終わったが、淀川で初めてヨハネス・デ・レーケによって設置された。
※ 水制工：洪水の主流を川の中心に向けたり、河岸付近の水流の勢いを弱め洗掘を防ぐなど、堤防や
護岸の安全性を高める施設。

明
治
以
降
の
治
水
政
策
は
、
そ
れ
以
前
と
は

一
線
を
画
し
ま
す
。
明
治
政
府
は
積
極
的
に
オ

ラ
ン
ダ
人
技
師
な
ど
お
雇
い
外
国
人
を
起
用
し

て
科
学
的
な
河
川
技
術
を
導
入
し
、
近
代
化
を

図
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
お
雇
い
外
国
人
の
帰
国
後
、
そ
の

バ
ト
ン
を
受
け
継
い
だ
の
は
、
留
学
帰
り
の
日

本
人
技
術
者
た
ち
で
し
た
。
1
8
7
5（
明
治

8
）年
に
フ
ラ
ン
ス
へ
留
学
し
た
古ふ

る
い
ち市

公こ
う
い威

は
、

パ
リ
で
高
熱
に
う
な
さ
れ
な
が
ら
、「
私
が
1
日

勉
学
を
怠
れ
ば
、日
本
の
近
代
化
は
1
日
遅
れ
る
」

と
下
宿
の
マ
ダ
ム
に
語
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
残
っ
て
い
ま
す
。
当
時
の
留
学
生
た
ち
は
強

い
信
念
と
個
性
、
高
い
倫
理
観
を
持
っ
て
努
力

し
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
留
学
帰
り
の
日
本

人
技
術
者
た
ち
に
よ
っ
て
、
近
代
の
科
学
技
術

は
日
本
の
風
土
に
根
を
下
ろ
し
、
西
洋
技
術
依

存
一
辺
倒
か
ら
速
や
か
に
自
立
し
て
、
驚
異
的

な
発
展
を
遂
げ
ま
す
。

1
8
9
6（
明
治
29
）年
に
日
本
最
初
の
河
川

法（
旧
河
川
法
）が
公
布
さ
れ
る
と
、
淀
川
や
筑

後
川
、
利
根
川
、
石
狩
川
、
北
上
川
な
ど
、
全

国
の
主
要
河
川
で
、
の
ち
に「
明
治
改
修
」と
呼

ば
れ
る
治
水
事
業
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
大
き

な
川
で
は
流
域
内
に
降
っ
た
豪
雨
を
素
早
く
河

道
に
集
め
、
で
き
る
限
り
早
く
河
口
ま
で
運
ぶ

た
め
に
、
川
の
両
側
に
高
い
堤
防
を
連
続
的
に

築
き
、
曲
が
り
く
ね
っ
た
河
道
を
真
っ
直
ぐ
に

す
る
捷じ

ょ
う
す
い
ろ

水
路
を
掘
削
し
ま
し
た
。
そ
し
て
下
流

部
で
は
洪
水
流
を
分
け
て
、
一
挙
に
海
へ
運
ぶ

放
水
路
を
人
工
的
に
開
削
し
、
河
口
ま
で
の
流

路
を
短
く
し
ま
し
た
。

明
治
改
修
は
1
9
3
0（
昭
和
5
）年
前
後
に

完
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
日
本
の
主

要
都
市
、
水
田
地
帯
、
工
業
地
帯
が
位
置
す
る

沖
積
平
野
か
ら
三
角
州
に
か
け
て
の
地
域
で
は
、

中
小
洪
水
に
よ
る
氾
濫
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
洪
水
に
対
す
る
安
全
度

が
高
ま
り
、
近
代
化
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
整
備

が
進
ん
だ
の
で
す
。

明
治
改
修
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
の
一
つ
に
、
信
濃
川

放
水
路
の
大お

お
こ
う
づ

河
津
分
水
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
洪

水
を
従
来
の
信
濃
川
と
新
し
い
放
水
路
に
分
け

る
の
で
、
分
水
と
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
大
河

津
分
水
の
完
成
で
大
水
害
は
根
絶
で
き
、
そ
の

成
果
は
絶
大
で
し
た
。
新
潟
平
野
の
稲
作
は
安

定
し
、米
の
名
産
地
と
し
て
有
名
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
後
遺
症
に
悩
む
こ
と
に
も
な
り
ま
し
た
。

洪
水
に
よ
っ
て
運
ば
れ
る
土
砂
が
来
な
く
な
っ

た
旧
信
濃
川
河
口
の
海
岸
は
大
き
く
浸
食
さ
れ
、

一
方
、
新
た
に
設
け
ら
れ
た
分
水
河
口
の
海
岸
は
、

大
量
の
土
砂
流
入
に
よ
っ
て
漁
港
の
水
深
が
浅

く
な
り
、
そ
の
対
策
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

洪
水
時
の
土
砂
流
の
異
変
は
、
他
に
も
さ
ま

ざ
ま
な
現
象
を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。
洪
水
時

に
は
、
河
床
の
土
砂
を
動
か
そ
う
と
す
る
掃
流

力
が
河
床
に
働
き
ま
す
。
旧
信
濃
川
に
洪
水
が

来
な
く
な
る
と
そ
の
力
が
衰
え
、
河
床
に
土
砂

が
堆
積
し
て
い
き
ま
し
た
。
河
床
が
上
昇
す
る
と
、

周
辺
の
水
田
か
ら
川
へ
の
排
水
が
困
難
と
な
り
、

強
力
な
ポ
ン
プ
を
備
え
て
排
水
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
信
濃
川
下
流
部
の
状
況

変
化
に
応
じ
て
、新
た
な
河
川
事
業
が
必
要
と
な
っ

た
の
で
す
。

河
川
技
術
者
は
、
川
と
い
う
自
然
と
共
存
し

て
、
そ
の
自
然
力
を
少
し
で
も
そ
の
時
代
に
有

益
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
き
ま
し
た
。

川
に
技
術
を
加
え
る
と
、
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
は

近代的な河川改修の始まり
多
か
れ
少
な
か
れ
必
ず
発
生
す
る
も
の

で
す
。
そ
の
兆
候
を
注
意
深
く
観
察
し

た
上
で
、
望
ま
し
い
対
処
を
す
る
た
め

に
次
の
技
術
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
河
川
技
術
者
は
、
川
と
い
う
自

然
と
、
永
遠
に
詰
ま
な
い
将
棋
を
指
し

て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
。

© 国土交通省 関東地方整備局 利根川上流河川事務所
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琵琶湖
淀川水系

筑後川水系

石狩川改修工事
治水事務所長の岡崎文吉は、蛇行した流れはそのまま残し、決壊しやすい護岸を補強するとともに、
別に放水路を開削して、洪水時の水位を低くするアメリカ方式の「自然主義」の方針を打ち出した。
しかし内務技監の沖野忠雄がフランス方式の「捷水路（ショートカット）主義」を主張。岡崎の退任で、
石狩川の改修は1918（大正7）年から半世紀にわたりショートカット工法が採用され、流域開発が進ん
だ（左）。岡崎が考案したコンクリート単床ブロック（右）は、現在のミシシッピ川改修の基本技術に
使われ、再評価されている。

淀川改良工事
日本初の本格的な近代治水工事。外国製の掘削機を導入する
など当時の最新の理論と技術が用いられた。責任者の沖野忠雄は、
先に行われた淀川修築工事でのデ・レーケらの工法を日本の
河川様式に修正応用するなど柔軟に工事を進めた。1910（明治
43）年完成。

信濃川大河津分水路工事
度重なる水害により、新潟平野に壊滅的な被害をもたらしてき
た信濃川。その治水のため、大河津から日本海に向けて人工
河川を掘る分水計画は、江戸時代から約200年にわたる地域の
要望だった。規模の大きさと工事の難しさから、東洋一の大
工事と称された。

ヨハネス・デ・レーケ （1842～1913）
オランダ人。1873（明治6）年に来日。31歳から60歳まで日本で技術者
生活を送った。デ・レーケの指導は、オランダ技術をそのまま日本の
川に適用するのではなく、日本の川の特性を理解し、多くの経験を経て
日本の川に適合させたものだった。関わった改修工事は淀川、木曽川、
常願寺川など全国に及ぶ。

コルネリス・ヨハンネス・ファン・ドールン（1837～1906）
オランダ人。1872（明治5）年に来日。大蔵省・内務省土木寮工師として
利根川、江戸川、淀川などの改修工事を担当。日本初の量水標（川の
水位を測る設備）を設置した。福島県安

あさかそすい
積疎水、仙台湾野

のびるこう
蒜港の工事

も指導し、1880（明治13）年帰国。日本の近代河川工学や港湾工学の父
と呼ばれる。

青山 士
あきら

 （1878～1963）
東京帝国大学の主任教授であった広井勇博士の紹介状を携えて、1904

（明治37）年から世紀の大事業であるパナマ運河工事に日本人として唯一、
土木技師として参加。1912（明治45）年帰国後、荒川放水路の建設、信
濃川大河津分水路の改修工事を指揮した。1934（昭和9）年に内務技監、
1935（昭和10）年には土木学会第23代会長を務める。

日本の近代化を担った河川技術者たち

© 国土交通省 近畿地方整備局 淀川河川事務所

© 国土交通省 北海道開発局

古
ふるいち
市 公

こうい
威 （1854～1934年）

帝国大学工科大学（東京大学工学部の前身）の初代学長、内務省の初代
土木技監、土木学会の初代会長などを歴任。日本の近代土木行政や工
学教育の基礎を形成し、日本近代工学の生みの親と呼ばれる。旧河川
法の策定に関わった。

© 福島県 農林水産部 農林計画課 /
　 安積疎水土地改良区

© 土木学会 土木図書館

© 国土交通省 北陸地方整備局 信濃川河川事務所

© 富山県 農林水産部 農村整備課
「あばれ川との戦い 常願寺沿岸用水（常東用水・常西用水）」 より

© 土木学会 土木図書館

左から上方が日本海へ流れる大河津分水路。右方が新潟市へ
流れる信濃川。
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緑化された隅田川のスーパー堤防
下水道の整備や河川の浚渫などにより、隅田川の水質改善が少しずつ進み、スーパー堤防や
テラスが整備され、人々が川に親しめる環境が整ってきた。

新たな哲学が河川を変える

隅田川花火大会
起源は1733（享保18）年にさかのぼる。江戸
幕府8代将軍徳川吉宗が大飢饉で犠牲となっ
た人々の慰霊と悪病退散を祈り、隅田川で
水神祭を行ったとき、両国橋周辺の料理屋
が許可を得て花火を打ち上げたことが由来
とされている。交通量の増大や建物の密集化、
隅田川の汚染の深刻化などにより、江戸の
名物は1962（昭和37）年に中止を余儀なくさ
れたが、1978（昭和53）年に復活。夏の風物
詩として親しまれている。

© 東京都 建設局 河川部計画課

© 東京都 建設局 河川部計画課

© 国土交通省 関東地方整備局 京浜河川事務所

筑後川の護岸設備
筑後川の中流域（47～51キロ付近）には、さまざまなコンクリート製の護岸設備が見られる。
いずれも水の流れを川の中央側に跳ね出して、川岸を侵食から守っている。1953（昭和28）年
6月の洪水の復旧工事の一環として設置されたものと思われる。

寝屋川の地下河川
寝屋川流域では、かつて農地が雨を保水する力を持っていた。しか
し都市化後は保水力を失い、浸水を繰り返した。川を広げる必要があっ
たが、地上はすでに過密状態。地下河川をつくることで大量の雨水
を地下に一時貯め、水害から街を守っている。

鶴見川の総合治水対策
1958（昭和33）年の狩野川台風で甚大な浸水被害をもたらした鶴見川
では、大規模な多目的遊水地がつくられた（上）。川の水量が増した
ときには遊水地に水を引き入れ（下）、住宅地などの浸水を防いでいる。

高い河川技術で人と自然の共生を図る
河川の治水の要諦は、川とその流域の自然と人との共生です。
水害を防ぐだけでなく、人々が川と親しむ環境を整えることが
求められています。

© 国土交通省 九州地方整備局 筑後川河川事務所
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第
二
次
世
界
大
戦
後
、
十
数
年
に
わ
た
っ
て

主
要
河
川
の
大
堤
防
の
崩
壊
が
続
き
、
災
害
か

ら
の
復
興
こ
そ
が
国
づ
く
り
の
第
一
歩
だ
と
、
河

川
技
術
者
た
ち
は
強
く
想
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

1
9
5
3（
昭
和
28
）年
6
月
、
筑
後
川
で
古

今
未
曾
有
と
称
さ
れ
る
大
洪
水
が
発
生
し
、
私

は
水
害
調
査
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
久

留
米
の
瀬
下
量
水
番
で
1
8
8
4（
明
治
17
）年

以
来
、
3
6
5
日
1
時
間
ご
と
24
時
間
の
水
位

を
記
録
し
た
資
料
を
発
見
し
ま
し
た
。
番
人
は

河
川
敷
に
自
費
で
小
屋
を
建
て
、
夜
は
そ
こ
に

泊
ま
り
、
家
族
ぐ
る
み
で
1
時
間
お
き
に
水
位

を
読
ん
で
記
録
し
て
い
た
の
で
す
。
大
変
な
努

力
に
驚
い
て
尋
ね
る
と
、「
祖
父
に
内
務
省
の

や
る
こ
と
は
明
治
天
皇
の
ご
命
令
だ
。
光
栄
あ

る
仕
事
で
、
や
ら
ね
ば
な
る
ま
い
と
言
わ
れ
、

家
族
三
代
で
続
け
て
き
ま
し
た
」と
言
い
ま
す
。

行
政
や
河
川
技
術
者
だ
け
で
な
く
、
気
概
を
持
っ

た
庶
民
に
よ
っ
て
公
共
事
業
が
支
え
ら
れ
て
き

た
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

筑
後
川
を
は
じ
め
と
す
る
大
河
川
で
は
、
明

治
以
来
、
連
続
大
堤
防
方
式
に
よ
る
治
水
が
実

施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
連
続
大
堤
防
方
式
と
は
、

流
域
内
に
降
っ
た
雨
の
水
を
、
可
能
な
限
り
堤

防
内
の
河
道
に
集
め
、
速
や
か
に
河
口
か
ら
海

へ
と
流
し
去
ろ
う
と
い
う
考
え
方
で
す
。
堤
防

が
で
き
る
以
前
は
、
上
流
部
で
小
さ
な
氾
濫
を

発
生
さ
せ
、
洪
水
流
が
主
要
河
川
に
集
中
す
る

の
を
避
け
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
氾
濫
を
完
全

に
防
ぐ
た
め
、
堤
防
を
上
流
へ
向
け
て
、
そ
し

て
各
支
流
に
も
次
々
と
築
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
大
雨
に
よ
る
洪
水
流
は
流
域
の
山
野
や
農

地
か
ら
一
目
散
に
河
道
め
が
け
て
殺
到
し
ま
し

た
。
洪
水
の
出
足
は
速
く
な
り
、
そ
の
流
量
も

大
き
く
な
っ
た
た
め
、
堤
防
が
決
壊
し
大
水
害

を
引
き
起
こ
し
た
の
で
す
。

戦
後
日
本
は
ア
メ
リ
カ
の
最
新
技
術
を
導
入

し
、
多
く
の
制
度
や
政
策
が
実
現
し
ま
し
た
。

1
9
3
3（
昭
和
8
）年
か
ら
始
ま
っ
た
T
V
A

（
テ
ネ
シ
ー
川
流
域
開
発
公
社
）の
地
域
開
発
を

模
範
と
し
て
、
主
要
河
川
の
上
流
域
に
多
く
の

多
目
的
ダ
ム
を
建
設
し
、
洪
水
調
節
と
と
も
に

発
電
用
水
力
、
農
業
用
水
な
ど
の
水
資
源
開
発

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
併
せ
て
川
幅
を
広
げ
、

よ
り
高
い
堤
防
を
築
き
、
さ
ら
に
遊
水
地
を
建

設
し
た
結
果
、
大
河
川
の
破
堤
氾
濫
に
よ
る
大

水
害
は
幸
い
に
し
て
影
を
潜
め
ま
し
た
。

し
か
し
都
市
の
水
害
対
策
に
、
こ
の
手
法
を

当
て
は
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
人
口
密
度

の
高
い
都
市
部
で
は
川
幅
を
広
げ
る
こ
と
は
で

き
ず
、
堤
防
を
さ
ら
に
高
く
す
る
こ
と
も
難
し

い
か
ら
で
す
。
そ
こ
で
1
9
6
0
年
代
後
半
か

ら
、
東
京
な
ど
い
く
つ
か
の
都
市
で
地
下
河
川

が
掘
削
さ
れ
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
建
設
の
よ
う
な

大
規
模
宅
地
開
発
で
は
調
整
池
が
設
け
ら
れ
、

洪
水
流
が
一
挙
に
集
中
す
る
の
を
和
ら
げ
る
手

法
が
と
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
1
9
7
7（
昭
和
52
）年
か
ら
は
、
河
川

改
修
工
事
だ
け
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
流

域
貯
留
や
土
地
利
用
、
危
険
地
公
表
な
ど
を
織

り
込
ん
だ
総
合
治
水
対
策
が
実
施
さ
れ
、
水
災

害
軽
減
に
多
大
な
効
果
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
河
川
事
業
が
環
境
へ
与
え
る
影
響
を
考

慮
す
る
こ
と
や
、
河
川
計
画
へ
の
住
民
参
加
が

配
慮
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
河
川
と
自
然
環
境
、

住
民
の
生
活
空
間
を
一
体
化
し
て
考
え
る
、
新

た
な
哲
学
が
生
ま
れ
、
1
9
9
7（
平
成
9
）年

の
河
川
法
改
正
の
礎
と
な
り
ま
し
た
。

◉ 

高
橋 

裕（
た
か
は
し
・
ゆ
た
か
）

1
9
2
7
年
生
ま
れ
。
50
年
東
京
大
学
第
二
工
学
部
土
木
工
学

科
卒
業
、
フ
ラ
ン
ス
・
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
大
学
留
学
を
経
て
、
68

年
東
京
大
学
教
授
、
87
年
芝
浦
工
業
大
学
教
授
、
東
京
大
学
名

誉
教
授
。
92
年
河
川
審
議
会
委
員
、
2
0
0
1
年
国
際
連
合
大

学
上
席
学
術
顧
問
な
ど
を
歴
任
。
著
書
に『
河
川
工
学
』（
東
京

大
学
出
版
会
）、『
現
代
日
本
土
木
史
』（
彰
国
社
）、『
川
と
国
土

の
危
機
』（
岩
波
新
書
）、『
国
土
の
変
貌
と
水
害
』（
岩
波
新
書
）な

ど
多
数
。
2
0
1
5
年
日
本
国
際
賞（
※
）の
栄
誉
に
輝
く
。

※
日
本
国
際
賞（Japan Prize
） 

全
世
界
の
科
学
技
術
者
を
対
象
と
し
、

独
創
的
で
飛
躍
的
な
成
果
を
あ
げ
、科
学
技
術
の
進
歩
に
大
き
く
寄
与
し
、

人
類
の
平
和
と
繁
栄
に
著
し
く
貢
献
し
た
と
認
め
ら
れ
る
人
に
与
え
ら

れ
る
。（
公
財
）国
際
科
学
技
術
財
団
が
主
催
し
、
受
賞
者
は
１
９
８
５

年
創
設
以
来
13
カ
国
86
人
に
の
ぼ
る
。
授
賞
式
は
天
皇
・
皇
后
両
陛
下

ご
臨
席
の
も
と
挙
行
さ
れ
て
い
る
。

川
は
常
に
変
化
し
続
け
ま
す
。
洪
水
も
川
に

と
っ
て
は
極
め
て
当
然
の
呼
吸
な
の
で
す
。
川

は
生
き
て
い
る
の
で
す
。
皆
さ
ん
、
で
き
る
限

り
森
や
山
、
川
辺
を
散
策
し
、
自
然
と
親
し
ん

で
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
川
の
流
れ
や
川
底
の
様

子
を
観
察
し
、
自
然
の
動
き
の
面
白
さ
や
繊
細

さ
を
感
じ
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
し
た
姿
勢

が
何
を
見
る
べ
き
か
、
何
を
考
え
る
べ
き
か
を

必
ず
教
え
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。
そ
れ
が
川
を

知
り
、
川
を
読
み
、
と
も
に
生
き
る
第
一
歩
と

な
り
ま
す
。（
談
）
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都
市
河
川
の
護
岸
改
修

水
害
か
ら
街
の
暮
ら
し
を
守
る

現場ウォッチング
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ゲ
リ
ラ
豪
雨
へ
の
備
え

横
浜
駅
か
ら
J
R
東
海
道
・
横
須
賀
線
で
3
分
、

保
土
ケ
谷
駅
に
到
着
。
駅
西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
に
降
り

立
つ
と
、
バ
イ
ク
駐
輪
場
の
下
を
今
井
川
が
流
れ
て

い
ま
し
た
。
電
車
は
高
架
で
は
な
く
地
面
を
走
っ
て

い
ま
す
。
も
し
今
井
川
が
氾
濫
し
た
ら
、
駅
前
だ
け

で
な
く
線
路
も
水
没
し
て
し
ま
い
一
大
事
で
す
。

今
井
川
護
岸
改
修
工
事
の
関
係
者
の
方
が
、
車
で
迎

え
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」。

車
に
乗
り
込
み
、
い
ざ
出
発
。
ロ
ー
タ
リ
ー
を
出
る

と
す
ぐ
坂
道
を
登
り
ま
す
。
急
な
斜
面
に
家
や
マ
ン

シ
ョ
ン
が
建
ち
並
ん
で
い
ま
す
。
丘
の
上
に
着

い
た
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
下
り
坂
。
保
土
ケ

谷
は
多
摩
丘
陵
の
東
端
に
位
置
し
て
い
て
、

高
低
差
が
90
メ
ー
ト
ル
近
く
も
あ
る
そ

う
で
す
。
斜
面
が
開
発
さ
れ
、
住
宅
が

密
集
し
て
い
る
の
で
わ
か
り
に
く
い
の

で
す
が
、
実
は
今
井
川
は
丘
陵
の
渓
流

で
、
川
沿
い
は
谷
底
に
で
き
た
低
地
な

ん
で
す
。

近
ご
ろ
関
東
で
は
、
夏
に
ゲ
リ
ラ

豪
雨
に
襲
わ
れ
る
こ
と
が
増
え
ま
し

た
。
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
突

然
の
大
雨
で
電
車
が
運
転
を
見
合

わ
せ
た
り
、
下
水
道
か
ら
雨
水

が
吹
き
上
が
っ
て
マ
ン
ホ
ー
ル

の
ふ
た
が
浮
き
上
が
っ
た
り
、

川
の
水
量
が
上
が
り
、
あ
ふ
れ

出
し
そ
う
な
映
像
を
見
か
け

ま
す
。
都
市
部
の
中
小
河
川

で
は
、
短
時
間
に
大
量
の
雨
水

が
流
れ
込
み
、
今
ま
で
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
浸
水

被
害
が
発
生
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
水
害
か
ら

街
を
守
る
た
め
、
大
量
の
雨
水
が
川
に
流
れ
込
ん
で

も
氾
濫
し
な
い
よ
う
に
、
今
井
川
で
は
護
岸
改
修
工

事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

サ
ギ
が
舞
い
降
り
て
く
る

工
事
現
場

工
事
現
場
の
近
く
に
着
き
ま
し
た
。
交
通
量
の
多

い
国
道
1
号
で
車
を
停
め
、
路
地
を
歩
い
て
入
る
と

す
ぐ
に
、
今
井
川
が
目
の
前
に
現
れ
ま
し
た
。
川
の

両
岸
に
は
家
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

今
日
は
鋼
管
杭
を
打
ち
込
む
作
業
が
行
わ
れ
て
い

る
は
ず
で
す
が
、
パ
コ
ー
ン
パ
コ
ー
ン
と
い
う
大
き

な
音
が
聞
こ
え
な
い
し
、
揺
れ
も
感
じ
ま
せ
ん
。
聞

こ
え
て
く
る
の
は
低
い
エ
ン
ジ
ン
音
だ
け
で
す
。
あ

れ
!?

　
白
い
サ
ギ
が
工
事
を
し
て
い
る
近
く
の
川
面

に
舞
い
降
り
て
き
ま
し
た
。
パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル
で
川

底
を
深
く
し
て
い
ま
す
が
、
サ
ギ
は
お
構
い
な
し
で
す
。

な
ん
だ
か
想
像
し
て
い
た
工
事
現
場
と
は
、
ず
い

ぶ
ん
様
子
が
違
い
ま
す
。
鋼
管
杭
は
打
ち
込
ま
れ
て

い
る
と
い
う
よ
り
、
地
中
に
グ
イ
ー
ッ
と
沈
ん
で
い

く
よ
う
な
感
じ
で
す
。
し
か
も
鋼
管
杭
を
打
ち
込
む

機
械
が
、
直
前
に
打
ち
込
み
終
わ
っ
た
隣
の
杭
の
上

に
載
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
ジ
ャ
イ
ロ
プ
レ
ス
工
法

®

と
呼
ば
れ
る
最
新
の
護
岸
改
修
工
法
だ
そ
う
で
す
が
、

鋼
管
杭
は
ク
レ
ー
ン
の
足
元
に
置
い
て
あ
る
だ
け
で
、

川
の
上
に
覆
い
か
ぶ
さ
る
大
き
な
仮
設
の
足
場
や
広

い
資
材
置
場
が
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
で
工
事
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
工
事
事
務
所
へ
行
っ
て
話

を
聞
か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
。
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コ
ン
パ
ク
ト
な
施
工
シ
ス
テ
ム

「
こ
ん
に
ち
は
」
。
ジ
ャ
イ
ロ
プ
レ
ス
工
法

®

を
新
日

鉄
住
金
と
共
同
開
発
し
た（
株
）技
研
製
作
所
の
木
村
育

正
さ
ん
が
現
場
を
案
内
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
疑

問
に
思
っ
た
こ
と
を
直
撃
し
ま
し
た
。
ま
ず
杭
打
ち
で
す
。

想
像
し
て
い
た
よ
り
静
か
な
工
事
現
場
で
す
が
、
ど
う

し
て
な
ん
で
し
ょ
う
。

「
打
撃
や
振
動
に
よ
っ
て
杭
を
地
中
に
入
れ
る
打
ち

込
み
方
式
で
は
、
大
き
な
振
動
や
騒
音
と
い
っ
た
建
設

公
害
が
問
題
に
な
り
ま
す
。
ま
た
地
盤
を
掘
っ
て
杭
を

設
置
す
る
埋
め
込
み
方
式
で
は
、
余
分
な
排
土
が
発
生

し
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ジ
ャ
イ
ロ
プ
レ
ス
工
法
の

圧
入
方
式
は
、
荷
重
を
徐
々
に
加
え
て
、
杭
を
回
転
さ

せ
な
が
ら
地
中
に
押
し
込
む
た
め
、
振
動
や
騒
音
、
排

土
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
環
境
に
与
え
る
影
響
を
最
小
限

に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

な
る
ほ
ど
。
足
元
に
置
い
て
あ
る
鋼
管
杭
を
よ
く
見

る
と
、
先
端
に
歯
が
付
い
て
い
ま
す
。
こ
の
歯
は
な
ぜ

付
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

「
今
井
川
は
粘
性
土
や
砂
質
土
の
下
に
、
土ど

た
ん丹

と
呼

ば
れ
る
硬
い
地
盤
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
杭
の
強
度
を

高
め
て
、
よ
り
大
き
な
力
で
打
設
で
き
る
機
械
を
導
入

す
れ
ば
、
従
来
工
法
で
も
施
工
で
き
ま
す
が
、
杭
材
費

や
施
工
費
が
大
き
く
膨
ら
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
ジ
ャ
イ

ロ
プ
レ
ス
工
法
で
は
、
杭
の
先
端
に
付
い
て
い
る
ビ
ッ

ト
と
呼
ば
れ
る
歯
が
土
丹
を
削
り
な
が
ら
、
杭
を
地
中

に
回
転
圧
入
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
難
し
か
っ
た
硬
い

地
盤
で
も
、
効
率
的
か
つ
経
済
的
に
施
工
で
き
ま
す
」

続
い
て
の
疑
問
は
、
圧
入
し
た
鋼
管
杭
の
上
に
機
械

が
載
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
川
に
仮
設
の
足
場
を
つ
く
っ

て
、
機
械
を
置
い
て
作
業
し
た
ほ
う
が
、
機
械
が
安
定

す
る
と
思
う
の
で
す
が
、
大
丈
夫
な
ん
で
す
か
。

「
機
械
は
杭
を
つ
か
ん
で
自
立
し
て
い
る
た
め
、
転

こ
こ
が
す
ご
い
！
　

最
新
の
護
岸
改
修
工
法
の

ヒ
ミ
ツ
を
公
開
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倒
の
危
険
性
は
な
く
安
全
で
す
。
杭
の
上
に
機
械
を
載

せ
る
こ
と
で
、
工
事
の
作
業
域
を
杭
上
の
機
械
幅
に
ま

で
抑
え
ら
れ
、
非
常
に
狭
い
場
所
で
も
、
仮
設
の
桟
橋

や
道
路
な
ど
一
切
の
工
事
が
不
要
で
、
本
来
の
目
的
で

あ
る
本
体
工
事
だ
け
を
効
率
的
に
行
え
ま
す
」

だ
か
ら
工
事
現
場
が
コ
ン
パ
ク
ト
な
ん
で
す
ね
。
そ

う
い
え
ば
杭
を
圧
入
す
る
機
械
の
後
ろ
に
、
も
う
1
台

機
械
が
あ
り
ま
す
。
あ
れ
は
何
で
す
か
。

「
圧
入
機
本
体
の
動
力
源
と
な
る
パ
ワ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
で
す
。

こ
の
現
場
は
施
工
距
離
が
短
く
、
ス
ペ
ー
ス
も
確
保
で

き
た
の
で
ク
レ
ー
ン
や
鋼
管
杭
を
川
岸
に
置
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
杭
の
搬
送
か
ら
建
て
込
み
、
圧
入
な
ど
施
工

の
全
工
程
を
、
杭
の
上
だ
け
で
完
結
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
」

す
ご
い
。
し
ゃ
く
と
り
虫
の
よ
う
に
1
本
、
ま
た
1

本
と
前
進
し
な
が
ら
打
設
し
て
い
く
感
じ
で
す
ね
。
静

か
に
進
む
護
岸
改
修
工
事
が
完
成
す
る
と
、
ゲ
リ
ラ
豪

雨
に
も
強
く
な
り
ま
す
。
近
隣
住
民
の
皆
さ
ん
も
工
事

の
完
成
を
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。
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東
日
本
大
震
災
で
は
巨
大
津
波
が
沿
岸
部
を
襲
っ
た
だ
け
で
な
く
、
川
を
一
気
に

さ
か
の
ぼ
り
、
堤
防
を
越
え
て
川
沿
い
の
内
陸
部
に
ま
で
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
宮
城
県
東
部
の
石
巻
市
と
東
松
島
市
を
流
れ
、
石
巻
港
へ
と
注
ぐ

定じ
ょ
う
が
わ川
で
は
、
堤
防
の
一
部
決
壊
、
越
流
に
よ
り
流
域
の
宅
地
と
農
地
が
広
く
浸
水
し
、

地
盤
が
沈
下
す
る
な
ど
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
4
年
。
定
川
の

復
旧
工
事
を
取
材
し
、災
害
に
強
い
街
づ
く
り
に
取
り
組
む
様
子
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

石巻港

旧
北
上
川

定
川

宮城県石巻市

北上川

北上運河

鳴
瀬
川

定
川

定川大橋

石巻港

北上運河

国道4
5号

JR仙石
線

三陸自
動車道

工事箇所

海抜＋4.5メートル
堤防工事

国道398号定川橋

粘り強い堤防
勾配をつけない特殊堤
堤防を地盤沈下分かさ上げ

定川災害復旧工事現場

ハット形鋼矢板

震
災
か
ら
の
復
旧

粘
り
強
い
堤
防
づ
く
り
を
支
え
る

鉄
の
チ
カ
ラ
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計画堤防

現在の堤防

10メートル鋼矢板

3メートル鋼矢板

定川

2トンコンクリートのブロック張り
海抜＋4.5 メートル

海抜＋2.0 メートル

①護岸基礎前面の河床が洗掘される

②基礎工の
　浮き上がり

③堤防の中の盛土
（裏込め材）が吸い出される

④ 護岸の破壊

鋼矢板

堤防

レキ層地盤

堤防

レキ層地盤

堤防崩壊

漏水

レキ層地盤

護岸保護

鋼矢板

レキ層地盤

レキ層地盤

①
②

③
水路ドレーン部（堤防に浸透した

水を集め排水する機能を持つ）

遮水シート

石巻港

旧
北
上
川

定
川

宮城県石巻市

北上川

北上運河

鳴
瀬
川

定
川

定川大橋

石巻港

北上運河

国道4
5号

JR仙石
線

三陸自
動車道

工事箇所

海抜＋4.5メートル
堤防工事

国道398号定川橋

粘り強い堤防
勾配をつけない特殊堤
堤防を地盤沈下分かさ上げ

川
を
さ
か
の
ぼ
る
津
波
対
策

震
災
に
よ
る
津
波
被
害
で
石
巻
市
の
13
％
、

東
松
島
市
の
36
％
が
浸
水
し
た
。
定
川
で
は
石

巻
港
に
停
泊
し
て
い
た
船
が
流
さ
れ
、
河
口
部

に
架
か
る
定
川
大
橋
に
衝
突
し
、
一
部
が
落
橋

し
た
。
津
波
の
勢
い
は
衰
え
る
こ
と
な
く
定
川

を
さ
か
の
ぼ
り
、
右
岸
堤
防
が
約
4
0
0
メ
ー

ト
ル
に
わ
た
っ
て
決
壊
し
た
。
決
壊
を
免
れ
た

堤
防
も
護
岸
が
大
き
く
壊
れ
、
津
波
に
よ
る
濁

流
は
宅
地
や
水
田
を
飲
み
込
ん
で
い
っ
た
。
ま

た
一
帯
の
地
盤
は
最
大
1
メ
ー
ト
ル
沈
下
し
た
。

定
川
を
管
理
す
る
宮
城
県
で
は
、
流
域
の
甚

大
な
被
害
状
況
を
踏
ま
え
、
河
口
か
ら
国
道
45

号
ま
で
の
約
2
4
0
0
メ
ー
ト
ル
両
岸
に「
粘

り
強
い
堤
防
」（
図
1
）を
築
き
、
国
道
45
号
か

ら
上
流
部
の
約
3
9
0
0
メ
ー
ト
ル
両
岸
は
、

地
盤
沈
下
し
た
と
こ
ろ
を
被
災
前
の
堤
防
高
さ

ま
で
復
旧
す
る
工
事
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
の

粘
り
強
い
堤
防
は
数
十
年
か
ら
数
百
年
の
頻
度

で
発
生
す
る
津
波
に
耐
え
抜
く
構
造
で
、
新
日

鉄
住
金
の
鋼
矢
板
が
足
元
か
ら
支
え
て
い
る
。

「
一
日
も
早
い
復
旧
を
果
た
す
た
め
、
9
0
0

ミ
リ
幅
の
ハ
ッ
ト
形
鋼
矢
板
が
採
用
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
公
共
工
事
で
実
績
の
あ
る

6
0
0
ミ
リ
幅
の
鋼
矢
板
に
比
べ
て
、
1
枚
当

た
り
の
幅
が
広
い
た
め
、
打
ち
込
む
枚
数
が
少

な
く
工
期
を
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
単
位
壁
面
積
当
た
り
の
鋼
材
重
量
が
軽
く
、

材
料
費
の
削
減
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
」（
新
日
鉄
住
金
東
北
支
店
・
黒
澤
辰

昭
主
幹
）

図1　粘り強い堤防の構造

① 堤防の高さを従来の2メートルから4.5メートルにかさ上げ拡幅し、
② 表面をコンクリートブロックと遮水シートで三面被覆※1するとともに、
③ 堤防の両側に鋼矢板を打ち込むことで、堤防が倒壊しにくくなっている。
　　　　　　　　　※1 三面被覆： 川側、川裏側、堤防上端の三面をすべて覆うこと

新日鉄住金（株）東北支店　建材室

黒澤 辰昭 主幹
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コ
ン
パ
ク
ト
な
施
工
で

築
く
堤
防

定
川
で
は
、
2
0
1
1
年
8
月
末
ま
で
に

応
急
工
事
を
完
了
し
、
2
0
1
2
年
10
月
か

ら
本
格
的
な
復
旧
工
事
が
始
ま
っ
た
。
そ
し
て

2
0
1
4
年
3
月
か
ら
、
決
壊
部
を
含
む
下
流

部
右
岸
堤
防
の
第
6
期
本
工
事
を
、
地
元
石
巻

の
若
生
工
業（
株
）が
行
っ
て
い
る
。

「
定
川
周
辺
に
は
水
田
が
広
が
っ
て
い
て
、

資
材
置
き
場
や
ク
レ
ー
ン
な
ど
の
作
業
ス
ペ
ー

ス
が
支
障
な
く
確
保
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。
し
か
し
水
田
で
も
一
日
も
早
い
農
地

復
旧
を
目
指
し
た
対
策
が
と
ら
れ
て
い
る
た
め
、

我
々
も
築
堤
内
で
完
結
す
る
コ
ン
パ
ク
ト
な

施
工
で
、
2
0
1
6
年
3
月
の
完
成
を
目
指

し
、
粘
り
強
い
堤
防
を
築
い
て
い
ま
す
。
広

幅
で
急
速
施
工
が
可
能
な
ハ
ッ
ト
形
鋼
矢
板
は
、

工
程
管
理
上
、心
強
い
資
材
で
す
」（
若
生
工
業
・

松
川
信
雄
課
長
）

堤
防
は
主
に
土
で
で
き
て
い
る
。
大
型
ダ
ン

プ
ト
ラ
ッ
ク
で
運
ば
れ
て
き
た
土
を
、
ま
ず
ブ

ル
ド
ー
ザ
ー
で
1
層
30
セ
ン
チ
の
厚
さ
で
均
等

に
敷
き
な
ら
し
て
い
く
。
し
か
し
本
来
、
土
は

均
質
さ
を
保
つ
こ
と
が
非
常
に
難
し
い
。
安
定

し
た
堤
防
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
敷
き
な
ら
し

た
土
を
し
っ
か
り
と
締
固
め（
※
4
）す
る
こ
と
が

重
要
に
な
る
。
そ
の
た
め
ロ
ー
ド
ロ
ー
ラ
ー（
※
5
）

で
土
の
中
に
含
ま
れ
る
水
分
と
空
気
を
取
り
除

き
、
土
の
密
度
を
高
め
る
こ
と
で
、
均
質
に
固

め
て
い
る
。
十
分
に
締
固
め
ら
れ
た
土
は
、
内

部
に
浸
透
し
て
く
る
水
に
対
し
て
軟
化
し
に
く
く
、

強
度
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
盛
土
作
業

を
1
層
ご
と
に
丹
念
に
繰
り
返
し
、
堤
防
が
つ

く
ら
れ
て
い
く（
写
真
1
）。

堤
防
を
は
じ
め
と
す
る
河
川
構
造
物
は
、
適

切
な
管
理
を
行
う
た
め
、
近
年
、
三
次
元
デ
ー

タ
の
活
用
が
進
ん
で
い
る
。
ま
た
工
事
で
は
位

置
や
標
高
を
高
精
度
に
求
め
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
電
子
基
準
点
を
活
用
し
て
堤
防
築
造
状
況

を
把
握
す
る（
図
2
）な
ど
、
最
新
技
術
が
駆
使

さ
れ
て
い
る
。

写真1　GPS自動追尾による盛土の品質管理

若生工業（株）建設部土木課

松川 信雄 課長

これまでのサンプル検査と異なり、
リアルタイムに締固め状態のデータ
を三次元でモニター表示でき、熟練
オペレータでなくても盛土の品質を
向上させることが可能になった。

図2　衛星測位を活用した測量

東日本大震災による地盤沈下で近
くの水準点※2が使えなくなったた
め、日本全国1,240カ所に設置さ
れている電子基準点（全球測位衛星
システム（GNSS)連続観測点）※3

を活用。遠くの水準点から測量する
必要がなくなり、工期短縮や工費低
減を可能にした。

石巻市日和山公園から望む旧北上川河口部と沿岸部

※
2 

水
準
点
　
全
国
の
主
な
国
道
や
地
方
道
に
沿
っ
て
約
2

キ
ロ
ご
と
に
設
置
さ
れ
、
地
域
で
行
わ
れ
る
高
さ
の
測

量
の
基
準
と
な
る
。

※
3 

電
子
基
準
点
　
衛
星
か
ら
の
電
波
を
連
続
的
に
受
信
す

る
新
し
い
基
準
点
。
国
土
地
理
院
で
観
測
デ
ー
タ
を
集

め
、
全
国
の
地
殻
変
動
も
監
視
し
て
い
る
。

※
4 

締
固
め
　
強
度
の
増
加
と
圧
縮
性
の
向
上
な
ど
の
安
定

性
を
高
め
る
こ
と
。

※
5 

ロ
ー
ド
ロ
ー
ラ
ー
　
重
量
が
重
く
設
置
面
積
が
大
き
な

鉄
の
車
輪
を
持
ち
、
そ
の
重
量
に
よ
っ
て
路
面
一
面
に

圧
力
を
か
け
な
が
ら
走
行
し
て
軟
ら
か
い
地
面
を
固
め

る
建
設
機
械
。
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計画堤防

現在の堤防

10メートル鋼矢板

3メートル鋼矢板

定川

2トンコンクリートのブロック張り
海抜＋4.5 メートル

海抜＋2.0 メートル

①護岸基礎前面の河床が洗掘される

②基礎工の
　浮き上がり

③堤防の中の盛土
（裏込め材）が吸い出される

④ 護岸の破壊

鋼矢板

堤防

レキ層地盤

堤防

レキ層地盤

堤防崩壊

漏水

レキ層地盤

護岸保護

鋼矢板

レキ層地盤

レキ層地盤

①
②

③
水路ドレーン部（堤防に浸透した

水を集め排水する機能を持つ）

遮水シート

鋼
矢
板
が
引
き
出
す

堤
防
の
粘
り
強
さ

最
初
の
盛
土
作
業
を
終
え
る
と
、
堤
防
は
鋼

矢
板
の
打
設
作
業
ヤ
ー
ド
と
な
る
。
盛
土
の
上

に
置
か
れ
た
ク
レ
ー
ン
を
使
い
、
川
が
流
れ
て

い
る
側
に
長
さ
10
メ
ー
ト
ル
、
水
田
側
に
長
さ

3
メ
ー
ト
ル
の
鋼
矢
板
を
、
地
中
に
打
ち
込
ん

で
い
く
。
堤
防
の
基
礎
に
鋼
矢
板
を
用
い
る
こ

と
で
、
水
流
に
よ
る
侵
食
や
地
下
水
の
し
み
込

み
を
防
ぐ
だ
け
で
な
く
、
万
一
水
流
が
堤
防
を

越
え
た
と
き（
越
流
）に
堤
防
の
基
礎
部
分
の
土

が
流
さ
れ
て（
洗
掘
）、
決
壊
す
る
危
険
性
も
減

る（
図
3
）。

鋼
矢
板
の
打
設
を
終
え
る
と
、
計
画
高
さ
の

4
・
5
メ
ー
ト
ル
ま
で
二
次
盛
土
を
行
う
。
二

次
盛
土
も
最
初
の
盛
土
と
同
じ
よ
う
に
敷
き
な

ら
し
と
締
固
め
を
繰
り
返
す
。
さ
ら
に
堤
防
表

面
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
と
遮
水
シ
ー
ト

で
三
面
被
覆
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
粘
り
強
い

堤
防
を
つ
く
り
上
げ
て
い
る
。

東
北
復
興
に
貢
献
す
る
鉄

定
川
の
河
口
付
近
と
北
上
運
河
に
よ
っ
て
結

ば
れ
て
い
る
旧
北
上
川
。
そ
の
旧
北
上
川
の
河

口
に
は
江
戸
時
代
に
奥
州
随
一
の
川か

わ
み
な
と湊

と
し
て

栄
え
た
石
巻
の
市
街
地
が
広
が
っ
て
い
る
。
旧

北
上
川
も
道
路
兼
用
の
堤
防
が
1
1
0
0
メ
ー

ト
ル
に
わ
た
っ
て
流
失
す
る
な
ど
、
甚
大
な
被

害
に
遭
っ
た
。
定
川
と
同
じ
よ
う
に
、
堤
防
を

旧北上川河口部

洪水や津波による激しい川の流れが、川岸や川底の土砂
を洗い流したり（洗掘）、堤防を乗り越える（越流）と
堤防が侵食され、決壊を引き起こす原因となる。護岸基
礎に鋼矢板を用いることで、侵食を防ぐことができる。

新日鉄住金（株）東北支店　建材室

齊野平 裕二 主幹

大部分が土でできた堤防は、内部に水が浸透して水
の通り道ができることがある。漏水が広がり、水圧
に耐えられないと決壊に至る。鋼矢板を打設し、止
水壁をつくることで堤防の崩壊を防ぐことができる。

図3　鋼矢板が果たす主な機能

■ 侵食を防ぐ■ 漏水を防ぐ

か
さ
上
げ
拡
幅
し
て
鋼
矢
板
で
護
岸
し
、
三
面

被
覆
し
た
粘
り
強
い
堤
防
を
つ
く
る
復
旧
工
事

が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
新
日
鉄
住
金
の

鋼
矢
板
な
ど
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

「
東
北
復
興
の
足
取
り
は
確
か
な
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
資
材
の
調
達
難
や
工
事
従
事
者

の
恒
常
的
な
人
手
不
足
な
ど
が
課
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
鉄
は
短
工
期
対
応
や
効
率
的
な
建
築

構
造
を
実
現
す
る
素
材
と
し
て
の
特
性
を
持
っ

て
い
ま
す
。
鋼
矢
板
を
は
じ
め
と
す
る
数
々
の

土
木
・
建
築
製
品
・
技
術
で
、
こ
れ
か
ら
も
震

災
復
旧
工
事
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
」（
新
日
鉄

住
金
東
北
支
店
・
齊
野
平
裕
二
主
幹
）

（参考文献：鋼管杭協会 元木卓也氏 ｢災害に強い河川を目指して『鋼矢板を用いた河川堤防補強技術』」）



大西洋

アンデス山脈 
最高峰

アコンカグア
6,960m

サンパウロ
標高760 m

セーハ・ド・マール
海岸山脈

最高峰
2,316m

パラナ川

リオデジャネイロ

アルゼンチン ラプラタ川
ウルグアイ   

ウ
ル
グ
ア
イ
川

チエテ川

ブラジル

パ
ラナ

川

サンパウロ
リオデジャネイロ

セーハ・ド・マール
海岸山脈

パラグアイ

イタイプ
ダム

イグアスの滝

パ
ラ
ナ
川
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-IPU

ITA
-IPU
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P h o t o  S t o r yIGUA
ZU

大
い
な
る
水
、
歌
う
石

内
陸
へ
向
か
っ
て
流
れ
る
川

イグアスの滝
イグアスとは先住民族の言葉で「大いなる水」の意味。
アルゼンチンとブラジルにまたがる世界最大級の滝。

イタイプダム
イタイプとは先住民族の言葉で「歌う石」の意味。
1991年に竣工した世界最大級のダム。全長は約8キロに及ぶ。

© SENATUR /メルコスール観光局

© EMBRATUR /メルコスール観光局
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日
本
と
ブ
ラ
ジ
ル
は
2
0
1
5
年
、
外
交
関
係

樹
立
1
2
0
周
年
を
迎
え
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
南
東
部

に
あ
る
南
米
最
大
の
都
市
サ
ン
パ
ウ
ロ
は
、
日
本
企

業
が
数
百
社
進
出
し
、縁
が
非
常
に
深
い
街
の
一
つ
だ
。

グ
ア
ル
ー
リ
ョ
ス
国
際
空
港
か
ら
車
で
サ
ン
パ
ウ

ロ
の
都
心
部
に
向
か
う
。
間
も
な
く
国
道
沿
い
に
チ

エ
テ
川
が
現
れ
る
。
か
つ
て
12
月
か
ら
3
月
の
雨
季

に
な
る
と
、
毎
年
の
よ
う
に
洪
水
が
発
生
し
た
。
建

物
の
浸
水
や
道
路
、
電
気
、
水
道
と
い
っ
た
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
遮
断
、
伝
染
病
の
蔓
延
な
ど
、
人
命
に
か

か
わ
る
災
害
を
も
た
ら
し
て
い
た
。

日
本
政
府
は
J
I
C
A
を
通
じ
て
サ
ン
パ
ウ
ロ
州

水
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
公
団
が
実
施
す
る
チ
エ
テ
川
流
域

環
境
改
善
事
業
に
円
借
款
を
供
与
し
、
河
川
改
修

や
護
岸
工
事
、
上
流
域
の
ダ
ム
建
設
な
ど
を
支
援
し

た
。
1
9
9
5
年
か
ら
約
8
年
間
に
及
ぶ
大
事
業

に
よ
っ
て
、
洪
水
被
害
は
劇
的
に
減
少
し
た
。

サ
ン
パ
ウ
ロ
の
街
は
標
高
7
6
0
メ
ー
ト
ル
の
な

だ
ら
か
な
高
原
に
広
が
っ
て
い
る
。
高
低
差
が
少
な

い
た
め
、
チ
エ
テ
川
の
水
は
流
れ
に
く
い
。
7
月
か

ら
8
月
の
乾
季
に
は
、
ご
み
や
ヘ
ド
ロ
が
溜
ま
り
、

悪
臭
が
漂
っ
て
い
た
。
そ
れ
も
昔
の
話
と
な
っ
た
。

浄
化
作
業
が
進
み
、魚
が
棲
め
る
川
に
よ
み
が
え
っ
た
。

我
々
は「
川
は
海
へ
向
か
っ
て
流
れ
る
、
だ
か
ら
、

近
く
に
海
が
あ
れ
ば
川
の
水
は
そ
の
海
の
方
へ
向
か
っ

て
流
れ
る
も
の
」と
普
通
は
考
え
る
。
で
も
チ
エ
テ

川
は
違
う
。
約
60
キ
ロ
先
の
大
西
洋
の
方
向
で
は
な

く
、
逆
に
、
5
0
0
キ
ロ
以
上
も
内
陸
の
方
向
へ

向
か
っ
て
流
れ
て
い
く
。「
セ
ー
ハ
・
ド
・
マ
ー
ル
」

（
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
海
岸
山
脈
の
意
）か
ら
内
陸
へ
向

け
て
土
地
が
下
が
っ
て
い
く
た
め
だ
。
大
西
洋
に
並

行
し
て
約
1
5
0
0
キ
ロ
を
貫
く
こ
の
南
米
大
陸

東
岸
の
分
水
嶺
は
、
太
古
に
南
米
と
ア
フ
リ
カ
が

一
つ
の
大
陸
だ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

サ
ン
パ
ウ
ロ
の
雨
は
、
ゆ
っ
た
り
と
チ
エ
テ
川
か

ら
パ
ラ
ナ
川
に
流
れ
込
み
、
パ
ラ
グ
ア
イ
に
達
す
る
。

こ
こ
で
太
平
洋
プ
レ
ー
ト
と
の
衝
突
に
よ
っ
て
隆
起

し
た
ア
ン
デ
ス
山
脈
に
行
く
手
を
阻
ま
れ
る
。
川
は

流
れ
を
大
き
く
南
に
変
え
、
さ
ら
に
数
千
キ
ロ
の
旅

を
続
け
る
。
流
域
に
は
太
古
の
地
殻
変
動
で
広
大
な

台
地
に
出
現
し
た
イ
グ
ア
ス
の
滝
、
17
世
紀
か
ら
18

世
紀
に
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
が
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
奥
深

く
に
築
い
た
レ
ド
ゥ
ク
シ
オ
ン
と
呼
ば
れ
る
伝
道
施

設
の
跡
、
現
代
の
経
済
活
動
を
支
え
る
電
力
や
水
資

源
を
生
み
出
す
イ
タ
イ
プ
ダ
ム
な
ど
が
あ
り
、
川
は

多
く
の
人
々
の
暮
ら
し
を
育
ん
で
い
る
。

そ
し
て
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
と
ウ
ル
グ
ア
イ
の
国
境
を

流
れ
る
と
き
に
は
ラ
プ
ラ
タ
川
と
な
り
、
ブ
エ
ノ
ス

ア
イ
レ
ス
あ
た
り
で
、つ
い
に
大
西
洋
へ
と
注
ぐ
の
だ
。

改修されたチエテ川
日本とブラジルをつなぐ友好のシンボルの一つとなった。

パラナデルタ
ラプラタ川へ流入するパラナ川の河口部に巨大な三角州が広がり、多く
の小河川や運河が網目状に走っている。

ラプラタ川
スペイン人が「銀の川」であることを願って命名した。プラタ（Plata）は銀、
ラ（la）は女性定冠詞。河口部は約270キロの三角江となっている。

イエズス会伝道施設（レドゥクシオン）跡
西欧の宗教が現地の信仰と融合し、先住民の間にキリスト教が広まり、
農牧業や活版印刷などの技術も伝えられた。

© Vanda Biffani /メルコスール観光局

© SENATUR /メルコスール観光局 © JICA

© De Agostini/N. Cirani/ゲッティ イメージズ
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護 岸
堤防崩壊を防ぐ鉄

鋼矢板
形状やサイズが豊富で、省スペースで壁体を構築することができます。
優れた施工性で急速施工と工期短縮が可能です。

川の堤防が洪水や津波などの激しい流れによって侵食され、崩壊するのを防ぐ役割を護岸は
果たしています。新日鉄住金グループは、軟弱地盤における工事や耐震・液状化対策、環境
への配慮などのニーズに応える鋼矢板・鋼管矢板・鋼管杭と各種工法を取り揃えています。

新日鉄住金グループは河川流域の人々の暮らしを守る治水施設に欠かせない
土木製品・技術を提供し、自然災害に強い国土づくりに貢献しています。

川と国土の未来をつくる
新日鉄住金グループの先進技術

防波堤

岸壁
河川護岸

NSSMCハイドレーンパイル
鋼矢板・鋼管杭の側面や周囲に孔の空いた排水部材を
取り付け、地震時に鋼材の周りの地盤の強度を保持し、
液状化対策に貢献します。

液状化対策
地盤沈下対策

埋立護岸

共同溝雨水幹線

技 術 図 鑑

新日鉄住金のものづくり
Advanced Technology

鋼矢板に排水部材を
取り付け
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透水性鋼矢板

鋼管矢板

鋼製護岸枠

コンビジャイロ工法®

大型カゴ枠
土留壁という機能だけでなく、あらかじめ鋼矢
板に透水孔を設けることで、地下水循環を維持
することができます。

鋼管杭に継手を取り付けた鋼製部材で、高い剛性
の壁体を構築することができます。水深の大きい
護岸への適用が可能です。

日鉄住金建材（株）の鋼製護岸枠は、鋼材枠の中に
詰石や現地発生材、コンクリート廃材を使用して
護岸を構成。土のうなどを用いて植生も可能で、
環境に配慮した多自然型の護岸をつくります。

ハット形鋼矢板と鋼管杭を組み合わせて、機能性と経済性に優れる壁体構造を構築します。
ジャイロプレス工法®を応用して開発したもので、工期短縮や工費削減に貢献します。

（新日鉄住金と（株）技研製作所の共同開発）

日鉄住金建材（株）の大型カゴ枠は、軽量シンプル
な石詰め構造で、透水性や浄化性に優れています。
直線や曲線の配列も簡便に施工できます。

多自然型護岸 河川護岸

：主な鋼矢板・鋼管矢板使用場所

農業用水路
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地下河川・調整池
都市水害に備える鉄
人口が密集する市街地では、川の拡幅や
新たな開削が難しく、水害を防ぐため新
たな放流施設として地下河川や地下調整
池が建設されています。トンネル内に洪
水が流入するとき、大きな内圧が作用す
るため、止水性と耐久性に優れたセグメ
ントが採用されています。

NS-PAC®

水門・樋門
洪水の逆流を防ぐ鉄
水門や樋門は合流する川の水位が洪水
などで高くなったとき、水が逆流しな
いように設置されています。淡水と海
水が混在する汽水域では、腐食進行が
著しいため、新日鉄住金ステンレス（株）
の省合金型二相ステンレス鋼が採用さ
れています。

HCCP®セグメントNMセグメント
鋼とコンクリートを一体化した高強度・
高品質の合成セグメントです。

嵌合部をかみ合い構造とすることで高い耐力性と耐震性を
持つ合成セグメントです。

水門・樋門

排水機場 防波堤

岸壁
埋立護岸

河川護岸

耐塩水性、耐薬品性、耐候性に優れたウレタン
エストラマーを使用した、防食性に優れた鋼管杭・
鋼管矢板・鋼矢板です。

岸壁
施設を支える鉄
海水の影響を受ける環境では鋼材の腐
食を抑えることが必要です。高い防食
機能を付けたNS-PAC®シリーズが採
用されています。

©東京都 建設局 第三建設事務所
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省合金型二相ステンレス鋼
従来鋼の約２倍の高強度により、軽量であり
ながら水深の増加に耐える水門設計が可能に
なります。

橋
通行の安全を支える鉄
川で隔てられた場所をつないで、ものや人
の輸送の役に立っている橋。車や鉄道、人
が行き交う上部構造からの力を地盤に伝え、
安全性を確保する橋の基礎に、鋼管矢板
基礎が採用されています。

排水機場
浸水被害を軽減する鉄
排水機場は洪水対策で閉鎖された排水路
の水を、ポンプで川に排水することで、流
域の浸水被害を軽減する役割を果たして
います。東日本大震災の被災地では、津
波の影響で一時的に排水路の塩分濃度が
高くなったため、耐食性に優れた新日鉄
住金ステンレス（株）の省合金型二相ステ
ンレス鋼が採用されています。

鋼管矢板基礎
鋼管矢板を現場で円形などの閉鎖形状に連続して
建て込み、鋼製の井筒基礎とします。施工時には仮
締切りを兼用することができ、経済性に優れています。

省合金型二相ステンレス鋼
水中塩分濃度が高い環境でも機械設備の長寿命化
が図れます。

地下河川

調整池
鋼管矢板基礎

導流堤

雨水幹線

：主な鋼矢板・鋼管矢板使用場所

新日鉄住金のものづくりAdvanced Technology



日
本
人
と
し
て
の
誇
り
を
胸
に
、

世
界
を
相
手
に

戦
い
続
け
て
い
き
た
い

全
日
本
男
子
柔
道
監
督

井
上 

康
生
氏

略歴／いのうえ・こうせい　
1978年宮崎県生まれ。５歳から柔道を始める。山下泰裕氏に憧れ、東海大学付属相模
高校、東海大学に進み、卒業後は綜合警備保障（株）（ALSOK）へ。全日本選抜体重別選
手権優勝（2000、01、04、08年）、全日本選手権優勝（01～03年）、世界選手権優勝（99、
01、03年）、シドニー五輪100キロ級金メダル（00年）など、日本柔道の一時代を築く。
2008年5月現役引退後、英国で２年間英語、コーチングの知識を学び、11年１月の帰
国後は東海大学講師、同大学男子柔道部副監督に就任。12年11月、全日本柔道連盟
の要請を受けて全日本男子柔道監督に就任。13年には国際柔道連盟（IJF）の殿堂入り
を果たす。

特別企画
新日鉄住金 会長対談
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オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
世
界
選
手
権
、
全
日
本
選
手
権
の
三
冠
を
達
成

し
、
₂₁
世
紀
初
頭
の
日
本
柔
道
を
牽
引
し
た
井
上
康
生
氏
。
切
れ

味
鋭
く
華
麗
な
投
げ
技
で
、
柔
道
フ
ァ
ン
の
み
な
ら
ず
多
く
の
国

民
を
魅
了
し
ま
し
た
。
今
回
の
対
談
は
、
全
日
本
男
子
柔
道
監
督

で
あ
る
井
上
氏
か
ら
、柔
道
家
と
し
て
の
歩
み
を
お
聞
き
し
、ま
た
、

２
０
１
３
年
８
月
か
ら
全
日
本
柔
道
連
盟（
全
柔
連
）の
会
長
を
務

め
る
宗
岡
会
長
と〝
強
く
て
尊
敬
さ
れ
る
日
本
柔
道
〞
の
理
想
像
に

つ
い
て
語
り
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

父
の
投
げ
技
に
衝
撃
を
受
け
て

柔
道
の
道
へ
。

﹁
世
界
一
に
な
る
﹂と
心
に
誓
う

宗
岡
　
今
回
は
、
２
０
１
２
年
夏
の
ロ
ン
ド
ン
五

輪
で
の
日
本
男
子
柔
道
史
上
初
の
金
メ
ダ
ル
ゼ
ロ

と
い
う
惨
め
な
結
果
を
受
け
、
日
本
男
子
柔
道
の

再
建
を
担
う
べ
く
全
日
本
男
子
柔
道
監
督
に
就
任

さ
れ
た
井
上
康
生
さ
ん
を
お
招
き
し
ま
し
た
。
井

上
さ
ん
の
監
督
就
任
後
の
国
際
試
合
は
、
大
満
足

と
い
う
レ
ベ
ル
の
結
果
で
は
な
い
に
せ
よ
、
よ
く

頑
張
っ
て
い
る
と
評
価
も
高
く
、
国
民
の
皆
さ
ん

も
大
変
喜
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。
井
上
さ
ん
や

コ
ー
チ
の
皆
さ
ん
の
日
ご
ろ
の
ご
努
力
に
敬
意
を

表
し
ま
す
。

本
日
は
井
上
さ
ん
の
柔
道
家
と
し
て
の
軌
跡
や

柔
道
に
対
す
る
心
構
え
、
当
面
の
大
目
標
で
あ
る

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
（
16
年
）、
さ
ら
に
は
20

小
学
４
年
生
の
こ
ろ
、
宮
崎
・
平
和
台
公
園

の
１
５
６
段
あ
る
石
段
を
、
父
・
明
氏
を

背
負
っ
て
何
往
復
も
し
て
足
腰
を
鍛
え
た

小
学
５
年
生
の
と
き
、
全
国
柔
道
大
会
の

イ
ベ
ン
ト
で
全
日
本
強
化
選
手
と
稽
古
す

る
機
会
が
訪
れ
、
一
番
遠
い
位
置
か
ら
道

場
を
横
切
っ
て
割
り
込
む
形
で
山
下
氏
の

前
に
駆
け
寄
っ
た
。
井
上
氏
は
﹁
山
下

先
生
に
稽
古
を
つ
け
て
も
ら
い
た
い
一
心

で
し
た
が
、
今
考
え
る
と
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン

シ
ッ
プ
に
反
す
る
行
為
で
す
ね
﹂と
笑
う

全
日
本
男
子
柔
道
監
督
就
任
後
の
国
際
大
会
成
績

ブ
ラ
ジ
ル
・
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

（
世
界
選
手
権
）

金
３
・
銅
１
、

団
体
戦　

銅︵
女
子
は
金
︶

ロ
シ
ア
・
チ
ェ
リ
ヤ
ビ
ン
ス
ク

（
世
界
選
手
権
）

金
２
・
銀
１
・
銅
１
、

団
体
戦　

金

韓
国
・
イ
ン
チ
ョ
ン

（
ア
ジ
ア
競
技
大
会
）

金
３
、
銀
１
、
銅
２
、

団
体
戦　

銅︵
女
子
は
金
︶

＊

の写真は折山淑美著『 眠らないウサギ 井上康生の柔道一直線！』（集英社刊）より＊

＊

2013年
8月

2014年
8月

2014年
9月

新
日
鉄
住
金（
株
）代
表
取
締
役
会
長 

宗
岡 

正
二
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年
の
東
京
五
輪
に
向
け
た
課
題
や
戦
略
、
監
督
と
し
て
の
決
意

を
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
井
上
さ
ん
の
お
人
柄
や

柔
道
へ
の
思
い
を
知
る
上
で
、
子
ど
も
時
代
に
柔
道
を
始
め
ら

れ
た
き
っ
か
け
や
、
そ
の
後
の
競
技
人
生
に
つ
い
て
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。
現
在
、
全
日
本
柔
道
連
盟
副
会
長
を
務
め
る
山
下

泰
裕
さ
ん
の
場
合
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
、
あ
ま
り
に
腕
白
坊
主

だ
っ
た
の
で
親
か
ら
道
場
に
入
れ
ら
れ
た
と
聞
き
ま
し
た
が
、

井
上
さ
ん
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
す
か
。

井
上
　
柔
道
は
警
察
官
で
柔
道
家
の
父
の
影
響
で
始
め
ま
し
た
。

私
は
３
人
兄
弟
の
末
っ
子
で
、
父
は
兄
弟
全
員
に
柔
道
を
や
ら
せ

た
い
一
心
で
私
た
ち
を
よ
く
練
習
に
連
れ
て
行
き
、稽
古
を
見
せ
て

く
れ
ま
し
た
。
身
長
１
７
０
セ
ン
チ
、
体
重
80
キ
ロ
と
決
し
て
大

き
く
な
い
父
が
、
投
げ
技（
内
股
）で
自
分
よ
り
も
大
き
な
相
手
を 

豪
快
に
投
げ
る
姿
に
衝
撃
を
受
け
、
帰
宅
後
、「
お
父
さ
ん
の
よ
う

に
強
く
な
り
た
い
」
と
言
っ
て
す
ぐ
に
道
場
に
入
門
し
ま
し
た
。

５
歳
の
と
き
で
す
。

宗
岡　
井
上
さ
ん
が
小
中
学
時
代
に
全
国
優
勝
し
た
背
景
に
は
、

柔
道
の
師
で
あ
っ
た
お
父
様
と
の
二
人
三
脚
の
厳
し
い
練
習
が

あ
っ
た
。
山
下
泰
裕
さ
ん
は
１
０
０
メ
ー
ト
ル
を
12
、
13
秒
で
走

り
抜
く
抜
群
の
身
体
能
力
を
持
つ
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
井
上
さ

ん
は
い
か
が
で
し
た
か
。

井
上
　
特
に
運
動
神
経
が
抜
群
だ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
柔
道
が
好
き
で
、強
く
な
り
た
く
て
仕
方
な
か
っ
た
。ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
終
え
た
あ
と
も
父
に
「
も
っ
と
鍛
え
て
く
れ
。
も
っ
と

強
く
な
り
た
い
」
と
懇
願
し
ま
し
た
。
父
は
「
こ
の
子
は
柔
道
の

た
め
に
生
ま
れ
て
き
た
」
と
感
じ
た
そ
う
で
す（
笑
）。
体
が
大
き

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
何
の
根
拠
も
な
く
「
絶
対
に
強
く

な
る
、
日
本
一・
世
界
一
に
な
る
」
と
い
う
明
確
な
目
標
と
思
い

を
持
ち
続
け
て
い
ま
し
た
。

宗
岡
　
中
学
卒
業
後
に
宮
崎
を
出
て
、
憧
れ
の
存
在
だ
っ
た
山

下
さ
ん
の
母
校
で
あ
る
東
海
大
学
付
属
相
模
高
校
に
進
学
さ
れ

ま
し
た
。
井
上
さ
ん
は
、
高
校
２
年
生
の
と
き
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
個

人
戦
優
勝
、
し
か
も
す
べ
て
一
本
勝
ち
で
す
。３
年
生
の
と
き
に

は
全
日
本
選
手
権
一
回
戦
を
勝
ち
、
山
下
さ
ん
以
来
21
年
ぶ
り
の

快
挙
と
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

井
上
　
21
年
ぶ
り
と
騒
が
れ
た
と
し
て
も
、
山
下
先
生
は
３
位

に
入
賞
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
私
と
は
レ
ベ
ル
が
違
い
ま
す
（
笑
）。 

山
下
先
生
の
柔
道
は
有
効
、
技
あ
り
を
取
っ
た
あ
と
押
さ
え
込

む
、
立
技
と
寝
技
の
連
携
で
相
手
を
確
実
に
仕
留
め
る
方
法
を

常
に
慎
重
に
考
え
ら
れ
て
い
た
気
が
し
ま
す
。
逆
に
私
は
東
海

大
学
柔
道
部
の
佐
藤
師
範
か
ら
〝
冒
険
野
郎
〟
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
、
何
と
し
て
も
相
手
を
立
技
で
投
げ
飛
ば
し
て
一
本
を
取
る

柔
道
で
し
た
の
で
、
隙
が
あ
る
選
手
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

一
番
の
フ
ァ
ン
だ
っ
た
母
の
死
を
乗
り
越
え

技
が
極
ま
る
成
熟
期
を
迎
え
る

宗
岡
　
そ
の
後
、
東
海
大
学
３
年
生
の
と
き
の
世
界
選
手
権

（
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
）
で
は
初
出
場
で
初
優
勝
し
た
。
お
母
様
が
急

逝
さ
れ
た
直
後
で
し
た
ね
。
お
母
様
の
名
前
を
縫
い
込
ん
だ
帯

で
戦
っ
た
話
を
聞
い
て
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
４
年
生
で

出
場
し
た
シ
ド
ニ
ー
五
輪（
00
年
）で
は
５
戦
す
べ
て
一
本
勝
ち
と

い
う
堂
々
た
る
優
勝
で
、
表
彰
式
で
お
母
様
の
遺
影
を
両
手
で

掲
げ
ら
れ
た
シ
ー
ン
が
大
変
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
日
本
中
が

感
動
し
ま
し
た
。
お
母
様
は
い
つ
も
試
合
会
場
へ
応
援
に
い
ら
っ

し
ゃ
っ
て
い
た
そ
う
で
す
ね
。

井
上
　
子
ど
も
時
代
、
仕
事
が
忙
し
か
っ
た
父
に
代
わ
り
全
試

合
を
見
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
誰
よ
り
も
私
が
強
く
な
る
こ
と

を
喜
び
、
ど
ん
な
状
態
の
と
き
も
信
じ
て
く
れ
た
の
が
母
で
し

高
校
３
年
生
の
と
き
。
左
が
長
兄
・
将
明
氏
、
右
が
次

兄
・
智
和
氏
。
次
兄
の
智
和
氏
は
一
時
期
、
旧
新
日
鉄 

柔
道
部
に
在
籍
し
て
い
た
こ
と
も
あ
る

写真は折山淑美著『 眠らないウサギ 井上康生の柔道一直線！』（集英社刊）より
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た
。
柔
道
の
三
大
大
会
で
あ
る
全
日
本
選
手
権
、
世
界
選
手
権
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
最
高
峰
の
大
会
で
優
勝
す
る
姿
を
見
せ
て

あ
げ
た
か
っ
た
で
す
ね
。
シ
ド
ニ
ー
の
と
き
は
そ
う
し
た
気
持
ち

で
遺
影
を
掲
げ
ま
し
た
。
今
で
も
母
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。

宗
岡
　
01
年
か
ら
念
願
の
全
日
本
選
手
権
優
勝
を
３
年
連
続
で

果
た
し
、
01
、
03
年
の
世
界
選
手
権
（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
大
阪
）
も

す
べ
て
一
本
勝
ち
で
優
勝
す
る
な
ど
、
２
０
０
０
年
か
ら
数
年
間

は
、
ま
さ
に
世
界
に
敵
な
し
と
い
っ
た
強
さ
で
し
た
。

井
上
　
そ
う
で
す
ね
。
特
に
シ
ド
ニ
ー
の
あ
と
開
催
さ
れ
た
全
日

本
選
手
権
の
初
優
勝
が
自
信
と
な
り
、
そ
の
後
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
大

阪
へ
と
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。最
も
脂
が
の
っ
た
時
期
で
し
た
。

見
る
人
を
魅
了
す
る
井
上
柔
道
。

怪
我
を
経
て
人
間
と
し
て
成
長
を
遂
げ
る

宗
岡
　
私
が
思
う
井
上
柔
道
の
魅
力
は
３
つ
あ
り
ま
す
。
１
つ
は

体
重
や
体
格
の
差
が
あ
っ
て
も
攻
め
ま
く
る
、
敢
闘
精
神
の
塊
の

よ
う
な
攻
撃
柔
道
。
見
る
人
に
清
々
し
い
感
動
を
与
え
ま
す
。
２

つ
目
は
柔
道
フ
ァ
ン
の
み
な
ら
ず
、
テ
レ
ビ
観
戦
し
て
い
る
国
民

の
皆
さ
ん
を
魅
了
す
る
内
股
、
背
負
い
投
げ
、
大
外
刈
り
な
ど

の
切
れ
味
鋭
い
投
げ
技
。
そ
し
て
３
つ
目
は
基
本
に
忠
実
で
あ
る

こ
と
。
背
筋
を
す
っ
と
伸
ば
し
、
右
手
で
相
手
の
襟
を
き
ち
ん
と

つ
か
み
、
左
手
は
引
手
の
袖
を
持
つ
、
い
わ
ゆ
る
日
本
柔
道
の
基

本
形
が
崩
れ
な
い
こ
と
。
他
の
選
手
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
攻

め
に
も
守
り
に
も
強
い
姿
勢
で
す
。

井
上　
攻
撃
柔
道
と
投
げ
技
に
つ
い
て
は
、「
攻
撃
は
最
大
の
防

御
」
と
い
う
父
か
ら
の
教
え
で
す
。
父
の
柔
道
は
守
り
の
柔
道
で

し
た
。
そ
れ
で
は
本
当
に
強
く
な
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
自
ら
の

体
験
で
感
じ
取
り
、
世
界
を
狙
う
た
め
の
攻
撃
柔
道
を
私
に
教

え
込
み
ま
し
た
。
有
効
や
技
あ
り
で
ポ
イ
ン
ト
を
稼
ぎ
に
い
く
柔

道
を
し
た
と
き
は
怒
ら
れ
ま
し
た
ね
。
私
自
身
も
父
の
考
え
方

に
共
感
し
て
、
そ
れ
を
自
分
の
柔
道
と
し
て
貫
き
通
し
ま
し
た
。

ま
た
一
方
で
、
す
べ
て
の
技
に
対
応
で
き
る
こ
と
も
必
要
で
、

そ
の
原
点
は
お
話
に
あ
っ
た
基
本
形
で
す
。
子
ど
も
の
こ
ろ
道
場

で
、
体
が
大
き
い
私
が
自
然
に
小
さ
な
相
手
の
奥
襟
を
つ
か
む
と

「
お
前
は
世
界
を
目
指
す
。
大
き
い
相
手
を
倒
せ
る
柔
道
を
身
に

付
け
な
さ
い
」
と
注
意
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
は
不
満
で
し
た

が
、
今
は
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
子
ど
も
の
こ
ろ
に
基
本
的
な
技

術
を
し
っ
か
り
学
ぶ
こ
と
が
大
切
で
、
ど
の
よ
う
な
動
き
に
も
柔

軟
に
対
応
で
き
る
基
本
形
を
身
に
付
け
た
か
ら
こ
そ
、
さ
ま
ざ

ま
な
技
を
体
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

宗
岡
　
し
か
し
、
大
阪
で
の
世
界
選
手
権
優
勝
後
に
迎
え
た
04

年
の
ア
テ
ネ
五
輪
で
は
ま
さ
か
の
敗
退
、
そ
の
後
の
右
大
胸
筋
腱

断
裂
と
、
大
変
厳
し
い
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
心

境
で
過
ご
さ
れ
た
の
で
す
か
。

井
上
　
ア
テ
ネ
の
敗
因
は
自
分
の
未
熟
さ
で
す
。
シ
ド
ニ
ー
や

２
回
の
世
界
選
手
権
な
ど
国
際
試
合
を
す
べ
て
一
本
勝
ち
し
て

い
た
こ
と
へ
の
奢
り
や
準
備
不
足
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
技

術
や
体
の
面
で
も
、
自
分
を
極
限
ま
で
追
い
込
み
さ
え
す
れ
ば

大
丈
夫
と
い
っ
た
考
え
に
落
と
し
穴
が
あ
り
ま
し
た
。
も
っ
と

違
う
戦
い
方
が
あ
っ
た
の
に
、
自
身
の
奢
り
で
性
急
に
一
本
勝

ち
だ
け
を
狙
い
に
い
く
よ
う
な
柔
道
で
し
た
。

右
大
胸
筋
腱
断
裂
後
１
年
半
の
療
養
期
は
苦
し
い
時
期
で
し

た
が
、
自
分
の
柔
道
人
生
を
見
つ
め
直
す
貴
重
な
時
間
で
し
た
。

負
け
や
怪
我
の
辛
さ
を
知
っ
た
こ
と
で
、「
日
本
・
世
界
の
頂
点

に
立
て
る
選
手
は
ご
く
一
握
り
で
、
ほ
と
ん
ど
の
選
手
は
負
け

を
積
み
重
ね
、
苦
境
を
乗
り
越
え
る
か
ら
こ
そ
人
間
と
し
て
、

柔
道
家
と
し
て
成
長
し
て
い
け
る
」
と
い
う
目
線
を
持
て
た
の

が
大
変
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

写真提供／ベースボール・マガジン社

ス
ラ
ン
プ
や
怪
我
な
ど
の
苦
し
い
時
期
を
陰
で
支
え
続
け

て
く
れ
た
、
タ
レ
ン
ト
の
東
原
亜
希
氏
と
２
０
０
８
年
１
月

に
結
婚
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引
退
後
に
海
外
へ
。
己
の
無
知
を
知
り
、

「
自
他
共
栄
」の
精
神
を
学
ぶ

宗
岡
　
２
０
０
８
年
の
引
退
後
は
、
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
）
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
海
外
研
修
事
業
で
２
年
間
渡
英

さ
れ
ま
し
た
。
な
ぜ
イ
ギ
リ
ス
を
選
ん
だ
の
で
し
ょ
う
か
。

井
上　

英
語
の
習
得
と
、
現
在
柔
道
界
の
主
流
と
な
っ
て
い
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
し
、
知
識
・
情
報
を
得

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
ロ
ン
ド
ン
や
エ
ジ
ン
バ
ラ
で
コ
ー
チ
ン

グ
の
研
修
を
受
け
る
な
か
で
、
山
下
先
生
も
通
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
最
古
と
言
わ
れ
る
柔
道
ク
ラ
ブ
「
武
道
会
」（
※
）
の
お
世
話
に
な

り
、
指
導
者
に
な
る
た
め
の
大
変
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

宗
岡　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
柔
道
は
、
日
本
柔
道
の
伝
統
で
あ
る
精
神
や

マ
ナ
ー
を
大
切
に
し
て
お
り
、
西
洋
の
他
の
格
闘
技
と
は
一
線
を
画

し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
実
際
に
ど
う
感
じ
ら
れ
ま
し
た
か
。

井
上
　
特
に
私
が
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い
た「
武
道
会
」
の
生
徒

た
ち
は
、
競
技
性
だ
け
で
な
く
、
精
神
性
や
マ
ナ
ー
に
感
銘
を
受

け
て
柔
道
を
志
す
人
が
多
か
っ
た
で
す
ね
。
ま
た
、
子
ど
も
か
ら

50
～
60
歳
の
大
人
ま
で
一
緒
に
な
っ
て
柔
道
を
楽
し
む
姿
を
見
て
、

私
自
身
も
、
海
外
へ
行
っ
た
こ
と
が
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

宗
岡　
渡
英
中
に
20
ヵ
国
以
上
で
子
ど
も
た
ち
に
柔
道
を
教
え
、

エ
ル
サ
レ
ム
で
は
政
治
的
に
不
安
定
な
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ

ナ
の
子
ど
も
た
ち
を
集
め
て
指
導
さ
れ
ま
し
た
ね
。

井
上　
山
下
先
生
か
ら
お
誘
い
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ

に
は
国
境
を
越
え
る
力
が
あ
る
と
言
い
ま
す
が
、
柔
道
で
本
当

に
両
国
の
溝
を
埋
め
ら
れ
る
の
か
正
直
な
と
こ
ろ
半
信
半
疑
で

し
た
。
実
際
に
現
地
に
行
っ
て
み
る
と
、
最
初
は
私
が
考
え
て
い

た
以
上
に
溝
が
深
く
、
両
国
の
子
ど
も
た
ち
は
一
緒
に
練
習
し
ま

せ
ん
。
で
も
時
間
が
経
ち
、
組
み
合
っ
て
接
触
す
る
こ
と
で
何
か

通
じ
る
も
の
が
生
ま
れ
た
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。
最
後
は
心
を

開
い
て
楽
し
そ
う
に
試
合
を
し
て
礼
で
終
わ
っ
た
。
そ
の
姿
を
見

た
と
き
に
、
こ
れ
で
す
べ
て
が
解
決
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
武

道
や
ス
ポ
ー
ツ
の
力
を
使
っ
て
、
平
和
貢
献
に
一
役
買
え
れ
ば
と

思
い
ま
し
た
。

宗
岡　

そ
れ
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
ね
。
ぜ
ひ
今
後
も
継
続

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

井
上　

も
う
一
つ
の
大
き
な
出
来
事
は
、
シ
ド
ニ
ー
の
決
勝
で

戦
い
、
現
在
カ
ナ
ダ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
を

し
て
い
る
ニ
コ
ラ
ス
・
ギ
ル
か
ら
、
ぜ
ひ
と
も
カ
ナ
ダ
柔
道
の

発
展
に
力
を
貸
し
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
、
現
地
で
約
７
０
０
人

を
対
象
に
柔
道
教
室
を
開
き
ま
し
た
。
大
盛
況
に
終
わ
り
、
空

港
ま
で
送
っ
て
も
ら
っ
た
別
れ
際
、
彼
か
ら
「
過
去
は
選
手
と

し
て
、
こ
れ
か
ら
は
監
督
・
コ
ー
チ
と
し
て
戦
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
柔
道
の
発
展
の
た
め
、
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
な
が

ら
頑
張
ろ
う
」
と
言
わ
れ
、
良
き
ラ
イ
バ
ル
を
持
て
た
こ
と
に

喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。
ラ
イ
バ
ル
は
競
技
で
は
執
念
を
持
っ
て

倒
し
、
勝
つ
べ
き
相
手
で
あ
る
と
同
時
に
、
自
分
を
高
め
て
く

れ
る
仲
間
、
つ
ま
り
嘉
納
治
五
郎
先
生
（
※
）
の
「
自
他
共
栄
」
の

精
神
を
実
感
し
た
瞬
間
で
し
た
。

宗
岡　
そ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
を
経
験
し
た
海
外
生
活
は
、

井
上
さ
ん
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
で
し
ょ
う
か
。

井
上　
日
々
の
生
活
や
研
修
、
他
国
で
の
柔
道
教
室
な
ど
を
通
し

て
感
じ
た
こ
と
は
、
語
学
も
そ
う
で
す
が
、
ま
ず
己
の
無
知
さ
で

す
。
世
界
は
こ
れ
ほ
ど
広
く
、
い
ろ
い
ろ
な
宝
が
眠
っ
て
い
る
と
。

そ
れ
ま
で
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
胸
を
張
っ
て
い
た
自
分
が
叩
き

の
め
さ
れ
ま
し
た
。
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
柔
道
家
で
は
な
い
一

人
の
人
間
に
戻
れ
た
こ
と
が
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
海
外

か
ら
見
た〝
日
本
観
〟を
知
る
貴
重
な
経
験
に
も
な
り
ま
し
た
。

※
嘉
納
治
五
郎
（
１
８
６
０
～
１
９
３
８
年
）　

柔
道
家
・
教

育
者
。
講
道
館
柔
道
の
創
始
者
で
、
通
算
25
年
間
、
東
京

高
等
師
範
学
校（
現
・
筑
波
大
学
）
校
長
を
務
め
た
。
日

本
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
初
参
加
に
尽
力
し
た
功
績
な
ど
か
ら

「
日
本
の
体
育
の
父
」
と
呼
ば
れ
る
。

研
修
先
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
て

写真提供／特定非営利活動法人柔道教育ソリダリティー

イ
ギ
リ
ス「
武
道
会
」

の
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ス

を
指
導

イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス

チ
ナ
の
子
ど
も
た
ち
の

た
め
の
合
同
柔
道
教
室

（
10
年
７
月
）

※
武
道
会　
「
イ
ギ
リ
ス
柔
道
の
父
」
と
呼
ば
れ
る
柔
道
家
・

小
泉
軍
治（
１
８
８
５
～
１
９
６
５
年
）が
「
日
本
の
良

い
も
の
を
イ
ギ
リ
ス
人
に
教
え
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、

１
９
１
８
年
に
創
設
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
柔
道
普
及
の

中
心
と
な
っ
た
。
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覚
悟
を
決
め
全
日
本
監
督
に
就
任
。

世
界
を
圧
倒
す
る
日
本
柔
道
を
築
き
上
げ
る

宗
岡
　
２
０
１
１
年
１
月
の
帰
国
後
、
東
海
大
学
講
師
な
ど
を

経
て
２
０
１
２
年
11
月
に
全
日
本
男
子
柔
道
の
監
督
に
就
任
さ
れ

た
。
就
任
会
見
で
は「
覚
悟
し
て
監
督
を
引
き
受
け
た
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。そ
の
言
葉
の
真
意
、心
境
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

井
上
　
自
分
は
指
導
者
の
経
験
が
浅
く
、
正
直
な
と
こ
ろ
完
全

に
は
自
信
が
持
て
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ロ
ン
ド
ン
の
悔
し
さ
、
リ

オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
リ
ベ
ン
ジ
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
上
回

り
、
迷
い
は
捨
て
て
覚
悟
を
決
め
て
お
引
き
受
け
し
ま
し
た
。
ま

た
、
長
期
的
な
視
野
か
ら
日
本
柔
道
の
良
さ
を
発
信
し
、
世
界

柔
道
の
発
展
に
貢
献
す
る
と
い
う
断
固
た
る
決
意
で
し
た
。

宗
岡　

日
本
柔
道
の
再
建
に
向
け
て
、
重
量
級
の
弱
点
克
服
と

い
っ
た
競
技
面
で
の
選
手
強
化
な
ど
の
課
題
が
あ
る
な
か
で
、

２
０
１
６
年
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
、
そ
の
先
の
東
京
五
輪

を
見
据
え
た
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

井
上
　
監
督
就
任
後
の
世
界
大
会
で
も
、
重
量
級
で
苦
戦
し
て
い

る
現
状
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
全
階
級
と
も
個
性
的
な
選
手
が

増
え
て
お
り
、
何
か
や
っ
て
く
れ
る
の
で
は
と
い
う
期
待
感
が
あ

り
ま
す
。
ま
ず
は
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
に
向
け
た
強
化
、
準
備
を

着
々
と
進
め
て
い
ま
す
。
重
量
級
を
中
心
と
す
る
全
体
の
底
上
げ

と
あ
わ
せ
て
、
有
望
な
選
手
の「
個
」
を
い
か
に
伸
ば
す
か
が
ポ

イ
ン
ト
で
す
。
科
学
的
な
デ
ー
タ
も
取
り
、
各
選
手
の
弱
点
を
見

極
め
て
工
夫
し
な
が
ら
さ
ら
に
強
化
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

宗
岡
　
さ
ま
ざ
ま
な
格
闘
技
文
化
を
背
景
に
持
つ
海
外
選
手
と

の
戦
い
方
な
ど
を
含
め
、
強
化
指
導
で
は
何
を
重
視
さ
れ
て
い

ま
す
か
。

井
上
　
一
つ
は
得
意
技
だ
け
に
こ
だ
わ
ら
な
い「
多
様
性
」
で
す
。

組
ん
で
投
げ
切
る
、
そ
し
て
し
っ
か
り
押
さ
え
込
む
こ
と
を
基

本
に
、
投
げ
技
、
足
技
、
寝
技
な
ど
の
技
術
を
総
合
的
に
グ
レ
ー

ド
ア
ッ
プ
さ
せ
る
練
習
が
大
切
で
す
。
も
う
一
つ
は
「
対
応
力
」。

私
た
ち
の
日
本
柔
道
の
経
験
だ
け
で
は
予
測
で
き
な
い
多
彩
な

動
き
に
素
早
く
反
応
し
攻
撃
す
る
力
で
す
。
こ
れ
に
は
セ
ン
ス

も
必
要
で
、
畳
の
上
で
技
術
を
磨
く
だ
け
で
は
な
く
、
日
々
の
生

活
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
勉
強
し
て
勘
を
養
い
、
人
間
性

を
育
む
こ
と
も
大
切
で
す
。
こ
の
2
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
主
眼
と

し
て
世
界
と
闘
い
、
頂
点
を
目
指
し
ま
す
。

宗
岡
　
ロ
シ
ア
の
サ
ン
ボ（
※
）や
ブ
ラ
ジ
ル
の
グ
レ
イ
シ
ー
柔
術（
※
）、

モ
ン
ゴ
ル
の
ブ
フ（
モ
ン
ゴ
ル
相
撲
）
な
ど
を
ベ
ー
ス
と
し
た
、

各
国
の
多
様
な
技
が
繰
り
出
さ
れ
る
な
か
で
の
「
対
応
力
」
を
磨

く
に
は
、
事
前
の
知
識
習
得
や
情
報
収
集
な
ど
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ

ン
ス
が
不
可
欠
で
す
ね
。
知
っ
て
い
れ
ば
具
体
的
な
対
策
を
考
え

る
こ
と
も
で
き
る
。

井
上
　
そ
う
で
す
ね
。
２
０
１
３
年
度
か
ら
選
手
一
人
で
の
海

外
合
宿
を
開
始
し
、
す
で
に
ロ
シ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
モ
ン
ゴ
ル

で
個
人
合
宿
を
実
施
し
ま
し
た
。
安
全
面
に
配
慮
し
た
上
で
柔

道
だ
け
で
は
な
い
、
語
学
や
現
地
の
生
活
観
、
文
化
、
国
際
感

覚
を
学
び
、
孤
独
に
打
ち
勝
つ
精
神
力
も
身
に
付
け
る
取
り
組

み
で
す
。
例
え
ば
モ
ン
ゴ
ル
で
は
、
モ
ン
ゴ
ル
相
撲
の
格
好
を
し

て
実
際
に
練
習
に
参
加
す
る
。
選
手
た
ち
も
１
週
間
い
れ
ば
体

の
使
い
方
な
ど
を
体
感
し
て
学
べ
ま
す
し
、
何
よ
り
も
相
手
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
何
で
も
情
報

は
得
ら
れ
ま
す
が
、
実
際
に
見
て
体
験
し
、
自
分
の
体
や
心
で

感
じ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

宗
岡
　
一
方
で
、
現
在
蔓
延
す
る
ポ
イ
ン
ト
優
先
の
勝
利
至
上
主

義
に
対
す
る
伝
統
的
な
日
本
の
柔
道
、
例
え
ば
井
上
さ
ん
が
目

指
さ
れ
た
一
本
で
勝
つ
柔
道
と
の
両
立
、
折
り
合
い
を
い
か
に
つ

け
る
か
は
難
し
い
問
題
で
す
ね
。

※
サ
ン
ボ　

１
９
２
０
年
代
、
ロ
シ
ア
の
軍
隊
と
警
官
の
訓
練

を
目
的
と
し
て
誕
生
し
た
、
自
己
防
衛
の
た
め
の
格
闘
技
。

※
グ
レ
イ
シ
ー
柔
術　

20
世
紀
初
頭
ブ
ラ
ジ
ル
に
移
民
し
た

日
本
人
柔
道
家
の
前
田
光
世
が
、
他
の
格
闘
技
家
と
の
戦

い
か
ら
修
得
し
た
技
術
や
柔
道
の
技
術
を
ブ
ラ
ジ
ル
人
の

グ
レ
イ
シ
ー
一
家
に
伝
え
、
グ
レ
イ
シ
ー
一
家
が
改
良
し

て
成
立
し
た
護
身
術
・
格
闘
技
。

全
日
本
男
子
強
化
合
宿（
14
年
６
月
）

写真提供／ベースボール・マガジン社
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井
上
　
先
ほ
ど
の「
多
様
性
」
も
、
や
は
り
一
本
を
追
求
す
る
得
意

技
が
あ
っ
て
こ
そ
の
も
の
で
す
。
技
術
力
で
常
に
上
を
い
く
こ
と

が
海
外
と
対
等
に
戦
っ
て
い
く
基
礎
と
な
り
ま
す
。「
立
ち
技
で
も

寝
技
で
も
、
必
ず
取
れ
る
技
を
持
っ
て
お
き
な
さ
い
」
と
日
ご
ろ

か
ら
選
手
た
ち
に
は
言
っ
て
い
ま
す
。
先
人
た
ち
が
築
き
上
げ
た

高
い
技
術
、
練
習
方
法
な
ど
日
本
柔
道
の
伝
統
を
し
っ
か
り
継
承

す
る
こ
と
も
私
た
ち
の
強
み
で
あ
り
、
使
命
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

柔
道
界
へ
の
信
頼
を
回
復
し

子
ど
も
た
ち
が
胸
を
張
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
に

宗
岡　
日
本
の
柔
道
界
は
、
金
銭
・
暴
力
な
ど
の
問
題
が
起
き
て

国
民
の
信
頼
を
失
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
私
自
身
、
図
ら
ず
も
全
柔

連
の
会
長
を
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
引
き
受
け
た
以

上
は
し
っ
か
り
立
て
直
し
て
若
い
世
代
に
引
き
継
ぎ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
つ
い
て
は
、
検
察
庁
Ｏ
Ｂ
の

経
験
豊
富
な
理
事
を
中
心
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
を
設
置

し
、
そ
の
徹
底
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
組
織
統
治
、
い
わ
ゆ
る

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
は
、
戦
後
Ｇ
Ｈ
Ｑ
主
導
で
立
ち
上
げ
た
評

議
委
員
会
が
、
47
都
道
府
県
の
代
表
者
を
含
め
た
60
人
も
の
柔
道

専
門
家
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
男
女
学
識
経
験
者
や
女
性

の
柔
道
経
験
者
を
含
め
た
30
人
に
少
数
化
し
、
70
歳
を
超
え
て
再

任
を
し
な
い
定
年
制
も
導
入
し
ま
し
た
。
あ
と
は
財
政
基
盤
を

盤
石
に
し
て
、
日
本
国
民
の
皆
さ
ん
の
柔
道
に
対
す
る
信
用
、
信

頼
を
1
日
で
も
早
く
取
り
戻
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

特
に
現
在
、
フ
ラ
ン
ス
の
柔
道
人
口
が
50
万
人
強
と
言
わ
れ

る
な
か
で
、
日
本
は
20
万
人
を
切
る
状
況
で
す
。
子
ど
も
た
ち

が
柔
道
衣
を
抱
え
、
胸
を
張
っ
て
道
場
に
通
え
る
柔
道
界
に
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
嘉
納
治
五
郎
師
範
が
掲
げ

た
「
礼
に
始
ま
り
礼
に
終
わ
る
」
品
性
や
知
性
と
、
毎
日
の
厳
し

い
稽
古
で
培
っ
た
逞
し
い
野
性
と
精
神
力
を
持
つ
立
派
な
青
年

を
社
会
に
送
り
出
し
た
い
で
す
ね
。
そ
の
た
め
に
は
指
導
員
制

度
も
重
要
で
す
。
海
外
と
の
交
流
を
増
や
し
、
各
国
の
良
い
仕

組
み
を
柔
軟
に
取
り
入
れ
た
指
導
員
講
習
制
度
を
つ
く
り
、
指

導
者
が
さ
ま
ざ
ま
な
安
全
を
前
提
と
し
た
練
習
方
法
を
学
べ
る

機
会
を
増
や
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

井
上
　
同
感
で
す
。
現
在
、
強
化
コ
ー
チ
の
た
め
の
研
修
会
や
討

論
会
も
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。
多
く
の
柔
道
関
係
者
の
声
を
聞

い
て
も
、
宗
岡
会
長
が
実
行
さ
れ
て
い
る
改
革
・
改
善
で
、
確
実

に
良
い
方
向
に
進
ん
で
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
し
、
子
ど
も
た
ち

の
将
来
を
考
え
て
時
代
の
変
化
を
読
み
、
手
を
打
っ
て
い
く
こ
と

も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
今
の
改
革
は
長
期
的
に
日
本
柔
道
が

発
展
す
る
上
で
の
チ
ャ
ン
ス
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
一
般
の
人
た
ち
に
柔
道
の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
う

た
め
の
活
動
も
大
切
で
す
。
例
え
ば
、
山
下
先
生
を
は
じ
め
、

グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
東
京
２
０
１
４
の
開
会
式
で
挨
拶
す
る

宗
岡
会
長

写真提供／（公財）全日本柔道連盟
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（
こ
の
対
談
は
2
0
1
4
年
11
月
12
日
、
新
日
鉄
住
金
南
平
台
公
邸
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
）

野
村
忠
宏
さ
ん
、
谷
亮
子
さ
ん
な
ど
歴
代
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
が

集
結
し
、
未
経
験
の
大
人
や
子
ど
も
た
ち
も
楽
し
め
、
柔
道
に

目
を
向
け
て
も
ら
え
る
フ
ァ
ン
感
謝
デ
ー
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
れ
ば
、
20
年
の
東
京
五
輪
で
何
ら
か
の
成
果
が
出
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
柔
道
を
通
し
て
、
良
き
社
会
人
と

し
て
生
き
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
学
ん
だ
一
人
と
し
て
、
そ

の
素
晴
ら
し
さ
を
広
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
大
人
と

子
ど
も
が
一
緒
に
楽
し
み
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
「
柔
道
っ
て
す

ご
い
」「
カ
ッ
コ
い
い
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
。 

山
下
先
生
の
よ
う
な
ス
タ
ー
選
手
の
育
成
も
、
高
校
や
大
学
と

連
携
し
て
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

宗
岡　

柔
道
人
口
の
裾
野
が
広
が
れ
ば
目
指
す
べ
き
頂
も
高
く

な
り
ま
す
。
お
忙
し
い
お
立
場
だ
と
思
い
ま
す
が
、
ス
タ
ー
選

手
の
育
成
も
含
め
て
フ
ァ
ン
を
増
や
し
、
柔
道
人
口
の
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
、
日
本
柔
道
界
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
た
だ
き

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

誇
り
を
持
っ
て

世
界
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
目
指
す

宗
岡
　
現
在
、
新
日
鉄
住
金
グ
ル
ー
プ
で
は〝
総
合
力
世
界
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
〟
の
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
を
目
指
し
て
事
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル

展
開
を
図
っ
て
い
ま
す
。
お
話
に
出
た
「
多
様
性
」「
対
応
力
」の

点
で
、
事
業
環
境
の
多
様
化
や
急
激
な
変
化
に
、
瞬
発
力
や
機

動
力
を
も
っ
て
柔
軟
か
つ
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
財
務
体

質
を
健
全
化
・
強
靭
化
す
る
。
ま
た
、
国
内
の
製
造
基
盤
を
き

ち
ん
と
整
備
し
て
、
世
界
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
に
な
る
技
術
を
磨
く
と

い
う
考
え
方
は
、
柔
道
界
と
同
じ
で
す
。

井
上
　
世
界
と
の
戦
い
で
は
常
に
２
つ
の
こ
と
を
意
識
し
て
い

ま
す
。
１
つ
は
「
常
に
世
界
を
見
る
」
こ
と
で
す
。
世
界
が
ど
う

動
い
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
そ
の
な
か
で
生
き
抜
き
、
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
に
な
る
た
め
に
は
何
を
す
べ
き
か
を
常
に
考
え
る
姿
勢
が

大
切
で
す
。
そ
し
て
２
つ
目
が
「
日
本
人
と
し
て
の
誇
り
」。
選

手
に
は
常
に
「
日
本
代
表
と
し
て
の
自
覚
と
誇
り
を
持
て
」
と

言
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
私
た
ち
の
使
命
で
あ
り
、
戦
う
力
に

も
な
り
ま
す
。
私
自
身
さ
ま
ざ
ま
な
国
を
訪
れ
、
改
め
て
日
本

人
は
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
し
、
誇
り
を
感
じ
ま
し
た
。

日
本
や
柔
道
の
素
晴
ら
し
さ
を
世
界
に
広
め
、
ひ
い
て
は
日
本

社
会
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

宗
岡　

今
後
も
強
い
日
本
柔
道
、
世
界
か
ら
尊
敬
さ
れ
る
日
本

柔
道
を
目
指
し
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

ロ
シ
ア
・
チ
ェ
リ
ヤ
ビ
ン
ス
ク
世
界
選
手
権（
14
年
８
月
）

男
子
団
体
戦
で
優
勝
し
胴
上
げ
さ
れ
る
井
上
氏

　

井
上
氏
は
、
試
合
に
臨
む
選
手
一
人
ひ
と

り
の
個
性
や
状
態
を
見
抜
き
、
置
か
れ
た
状

況
に
合
わ
せ
な
が
ら
激
励
の
言
葉
を
か
け
て
い

る
。
14
年
８
月
の
世
界
選
手
権（
チ
ェ
リ
ヤ
ビ
ン

ス
ク
）
73
キ
ロ
級
で
見
事
優
勝
を
果
た
し
た
中
矢

選
手
。
試
合
前
の
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
中
に
、 

「
し
つ
こ
く
粘
り
強
い
柔
道
が
お
前
の
柔
道
。
苦
し

い
試
合
に
な
る
と
思
う
が
、
一
戦
一
戦
我
慢
し
て

戦
え
ば
き
っ
と
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
る
。
闘
志
は

燃
や
し
て
も
頭
は
常
に
冷
静
に
、
お
前
に
し
か
で

き
な
い
柔
道
を
全
部
出
し
て
こ
い
」
と
激
励
さ
れ

た
。「
一
昨
年
不
本
意
な
成
績
だ
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
再
度
代
表
に
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大

学
の
先
輩
・
先
生
で
も
あ
り
、
僕
の
柔
道
を
知

り
尽
く
し
て
い
る
井
上
監
督
だ
か
ら
こ
そ
の
言
葉

で
す
。
怪
我
も
あ
り
万
全
で
は
な
い
状
況
で
臨

ん
だ
大
会
で
し
た
が
、
お
か
げ
で
自
信
を
持
っ
て

畳
に
上
が
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
柔
道
家
と
し

て
、
人
間
と
し
て
目
標
に
し
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

選
手
を
奮
起
さ
せ
た
井
上
監
督
の
言
葉

写真提供／ベースボール・マガジン社

中
矢 

力
選
手（
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
）

特別企画 新日鉄住金 会長対談
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新日鉄住
金は、さ

まざまな
スポーツ

を支援し
ています

。野球、
柔道、ラ

グビー、

バレーボ
ール、サ

ッカーチ
ームは、

選手の育
成ととも

に、ジュ
ニアスポ

ーツ

チームを
指導した

り、チー
ムの立地

する地域
で、自治

体などに
協力して

各種

イベント
に参加し

たり、地
域に根ざ

した活動
を積極的

に進めて
います。

新日鉄住
金のスポ

ーツ支援

　　　  
地域に根

ざした活
動で  絆

を深める バレーボ
ール、サ

ッカーチ
ームは、

選手の育
成ととも

に、ジュ
ニアスポ

ーツ

チームを
指導した

り、チー
ムの立地

する地域
で、自治

体などに
協力して

各種

イベント
に参加し

たり、地
域に根ざ

した活動
を積極的

に進めて
います。

　　　  
地域に根

ざした活
動で  絆

を深める

男子バレーボールチームの堺ブレイザーズ（大阪府）は、V・プ
レミアリーグが開幕してから優勝 17回、黒鷲旗全日本選抜大会 
優勝 14回など、輝かしい実績を誇っています。前身の新日鉄堺
バレーボール部時代から田中幹保、植田辰哉、中垣内祐一など錚々
たる選手を輩出し、日本バレーボール界をけん引してきました。
本拠地の大阪府堺市と準本拠地の福岡県北九州市では、地域

の中学校に男子バレーボール部のない生徒を対象にジュニアブ
レイザーズを結成し、レベルの高い指導と育成を行っています。
また行政とのタイアップによる青少年健全育成事業への協力、
堺市内5区や和歌山市でバレーボールスクールを開講するなど、
地域のスポーツ振興の一翼を担う活動も展開しています。

日本バレー界をけん引

釜石シーウェイブスRFC （岩手県）は、1978～84年日本選
手権7連覇を達成した「北の鉄人」たちの栄光と誇りを受け継
いだクラブチームです。
2011年の東日本大震災では、スタッフや選手も被災者で

ありながら、震災直後より支援物資の搬送、高齢者の移動な
どの救援・復興のボランティア活動に尽力しました。チーム
運営は一時大変厳しい状況となりましたが、全国の皆様から
温かいご声援を受けて、2014年シーズンはジャパンラグビー
トップリーグ昇格をかけて入替戦に挑むなど、奮闘しています。

スクラム組んで東北復興

サッカーJリーグの鹿島アントラーズFC（茨城県）は、日本のトップ
クラブチームの一つとして日本サッカー界を牽引しています。地域で
はスポーツ振興を目的に、選手によるホームタウン5市全73校への小
学校訪問（2007～08年）、コーチ陣による幼稚園・保育園・小学校
巡回指導（02年～）、ホームタウン内の小学生を無料招待するキッズ
パスの配付（06年～）、試合時におけるホームタウン5市とフレンドリー
タウン9市町村への市民招待・優待事業などを行い、スポーツ文化の
振興というJリーグの理念を体現する地道な貢献活動を続けています。

Jリーグの理念を体現

ラグビー

バレーボール

サッカー
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新日鉄住
金のスポ

ーツ支援

　　　  
地域に根

ざした活
動で  絆

を深める

米国メジャーリーグへの扉を開いた野茂英雄投手（新日鉄化学（株）（現
新日鉄住金化学（株））所属）、日本プロ野球で三冠王に輝いた松中信彦選手、
2014年度ドラフト会議で阪神タイガースから1、2位指名を受けた横山雄哉、
石崎剛選手ら、これまで数多くのプロ野球選手を輩出しています。
新日鉄住金かずさマジック（千葉県）、新日鉄住金東海レックス（愛知県）、
新日鉄住金鹿島硬式野球部（茨城県）では、それぞれ都市対抗野球大会へ
の出場を目指すとともに、小中学生を対象に野球教室を開催するなど、
全国トップレベルのチームとして地域の活性化に貢献しています。

地域の誇りとなるチームを目指して

1949年創部以来、世界・オリンピックで活躍した選手を数多く輩出し、1964年東京五輪で神永昭夫選手
が銀メダル、1992年バルセロナ五輪で吉田秀彦選手が金メダル、2012年ロンドン五輪で西山将士選手
が銅メダルを獲得しました。また全日本実業柔道団体対抗大会では、61回中31回の優勝を誇っています。
　兵庫県姫路市と西播地区では、中高生を対象とした合同練習会も継続開催するなど、地域の皆さんとの
交流を図っています。さらにOBが中心になって子どもたちを指導している広畑柔道教室では、今年の少
年柔道大会で地方予選を勝ち抜き、約10年ぶりに団体で全国大会への出場を果たしました。新日鉄住金
柔道部と同じ柔道場を使用しているため、現役の柔道部員も合間を縫って、子どもたちにアドバイスを送っ
ています。また、愛媛県では、10年前から月1回、愛媛県柔道協会の協力のもと柔道教室を開催してい
ます。昨年は国体強化選手や中高生に “心・技・体 ”を直接指導しました。

“心・技・体”を伝授

野 球

柔道
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釜
石
市
と
新
日
鉄
住
金
、
新
日
鉄
興
和
不
動
産（
株
）が

2
0
1
4
年
3
月
に
着
工
し
た
、
釜
石
市
上
中
島
町
復

興
公
営
住
宅
第
Ⅱ
期
が
、
2
月
26
日
に
竣
工
し
ま
し
た
。

第
Ⅱ
期
の
建
物
竣
工
に
よ
り
、
釜
石
市
内
で
計
画
さ
れ

て
い
る
復
興
公
営
住
宅
整
備
事
業
の
な
か
で
最
大
規
模
と

な
る
1
5
6
戸
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
13
年
3
月
に
竣
工

し
た
第
Ⅰ
期
54
戸
と
合
わ
せ
、
計
2
1
0
戸
の
復
興
公
営

住
宅
が
、
鋼
構
造
の
採
用
に
よ
り
当
初
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

ど
お
り
完
成
し
ま
し
た
。

鉄
道
車
両
用
ア
ク
テ
ィ
ブ
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン

北
陸
新
幹
線
グ
ラ
ン
ク
ラ
ス
に
採
用

新
日
鉄
住
金
の
鉄
道
車
両
用
ア
ク

テ
ィ
ブ
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン（
動
揺
防
止

制
御
装
置
）が
、
3
月
14
日
に
開
業

し
た
北
陸
新
幹
線
の
グ
ラ
ン
ク
ラ
ス

に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
鉄
道
車
両
の

横
揺
れ
を
低
減
さ
せ
、
ワ
ン
ラ
ン
ク

上
の
乗
り
心
地
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

ま
た
新
日
鉄
住
金
の
レ
ー
ル
や
車
輪
、

車
軸
、
中
央
締
結
ブ
レ
ー
キ
デ
ィ
ス
ク
、

駆
動
装
置
、
台
車
、
連
結
器
な
ど
も

採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

釜
石
市
最
大
規
模
の

復
興
公
営
住
宅
が
竣
工

Nwes Clip 2015. 3 -5新日鉄住金グループの動き

北陸新幹線外観

写真提供（2点とも）：東日本旅客鉄道（株）

市
村
産
業
賞「
本
賞
」を

受
賞

新
日
鉄
住
金
は「
環
境
負
荷
低
減
型
超

ハ
イ
テ
ン
橋
梁
ケ
ー
ブ
ル
用
鋼
線
材
」の

開
発
で
、（
公
社
）新
技
術
開
発
財
団
よ
り

第
47
回（
2
0
1
4
年
度
）市
村
産
業
賞

「
本
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

市
村
産
業
賞
は
、
優
れ
た
国
産
技
術
を

開
発
す
る
こ
と
で
産
業
分
野
の
発
展
に
貢

献
・
功
績
し
た
技
術
開
発
者
を
表
彰
す
る

伝
統
と
権
威
あ
る
賞
で
す
。
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー

が
最
上
位
賞
で
あ
る「
本
賞
」を
受
賞
す
る

の
は
、
第
44
回
に
当
社
が
受
賞
し
て
以
来

2
回
目
と
な
り
ま
す
。

4月23日・ホテルオークラ東京にて

釜石市上中島町復興公営住宅第Ⅱ期

北陸新幹線グランクラス内部 
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当
社
は「
多
機
能
統
合
型
転
炉
法
に
よ

る
製
鋼
プ
ロ
セ
ス
の
開
発
」で
、
第
61
回

（
2
0
1
4
年
度
）大
河
内
記
念
生
産
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

大
河
内
賞
は
、
故
大
河
内
正
敏
博
士
の

功
績
を
記
念
し
て
、
大
河
内
記
念
会
が
わ

が
国
の
生
産
工
学
・
高
度
生
産
方
式
の
実

施
な
ど
に
関
す
る
顕
著
な
業
績
を
表
彰
す

る
、
伝
統
と
権
威
の
あ
る
賞
で
す
。

環
境
に
優
し
く
高
性
能
な

低
炭
素
鉛
フ
リ
ー
快
削
鋼

の
開
発
で
文
部
科
学
大
臣

表
彰
を
受
賞

「
大
河
内
記
念
生
産
賞
」

を
受
賞

新
日
鉄
住
金
が
開
発
し
た
鉛
を
使

用
し
な
い
環
境
対
応
型
高
性
能
低
炭

素
快
削
鋼
が
、「
平
成
27
年
度  

文
部

科
学
大
臣
表
彰　

科
学
技
術
賞（
開

発
部
門
）」を
受
賞
し
ま
し
た
。
本
賞

は
科
学
技
術
に
関
す
る
開
発
、
理
解

増
進
な
ど
に
お
い
て
顕
著
な
成
果
を

収
め
た
も
の
の
功
績
を
讃
え
る
賞
で

あ
り
、
当
社
は
9
年
連
続
で
受
賞
し

て
い
ま
す
。

3月23日・日本工業倶楽部会館にて

新
日
鉄
住
金
は
、
燃
料
電
池
内
の
基
幹

部
品
に
お
け
る
腐
食
環
境
に
対
し
て
優
れ

た
耐
食
性
を
持
つ
特
殊
圧
延
チ
タ
ン
箔
の

製
造
方
法
を
開
発
し
、
ト
ヨ
タ
自
動
車（
株
）

の
燃
料
電
池
自
動
車
「
M
I
R
A
I
」
の

燃
料
電
池
部
品（
燃
料
電
池
ス
タ
ッ
ク
内

の
セ
ル
を
構
成
す
る
部
品
）に
採
用
さ
れ

ま
し
た
。

チ
タ
ン
箔
が
ト
ヨ
タ
自
動
車
の

燃
料
電
池
車「
M
I
R
A
I
」に
採
用

米
国
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ク
ラ
ン
ク
シ
ャ
フ
ト
社
が

Ｇ
Ｍ
社
よ
り
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
・オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
を
受
賞

新
日
鉄
住
金
の
米
国
に
お
け
る
鍛

造
ク
ラ
ン
ク
シ
ャ
フ
ト
製
造
・
販
売

事
業
会
社
の
I
C
I
は
、
米
国
ゼ

ネ
ラ
ル
モ
ー
タ
ー
ズ
社（
G
M
）よ
り

2
0
1
4
年
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
・
オ

ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
を
初
め
て
受
賞
し

ま
し
た
。
I
C
I
は
G
M
の
ニ
ー
ズ

を
先
取
り
し
て
日
・
米
・
印
の
３
拠

点
で
グ
ロ
ー
バ
ル
に
対
応
し
て
き
た

こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

当社チタン箔

写真提供：トヨタ自動車（株）

GM社幹部とICI 増田信昭社長

新日鉄住金本社にて
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